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A T R設立以来1 5年間のあぃだ、  ATR各研究会社の研究を支えてきた基盤技術研究促進セン夕一 ( KTc )
による研究支援制度が終息しました。 これを受けて、A T Rでの研究会社による研究活動も終了しましたが、
これまでに築かれたA T Rの基礎基盤研究の環境を維持するととも ・に、  優秀な研究者を引き続き確保して世

界に誇れる研究成果を輩出でき る よ う に 、  (株)  国際電気通信基礎技術研究所内に、 新たに 4研究所を設置

い た し ま し た。
本誌において、  これらの研究所の研究概要にっいて紹介をさせていただきます。

音声言語コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研究所 、 適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研究所は 、 それぞれ従来の ( 株 ) A T R 音

声言語通信研究所、 (株)  ATR環境適応通信研究所の研究陣容の大部分を引き継いでいますが、  こ れ ま でお

よそ 1年半、  5年半のKTC制度下での研究活動の結果を階まえて、  日標や研究テーマの構成を見直して新規

に研究活動を開始しております。  主要な研究目標はそれぞれ音声対話細訳技術に関する研究、  自律分散型

無 線 ネ ッ ト ワー クに関する研究です。

人間情報科学研究所は、  旧先端情報科学研究部を組織改定に合わせて改称してできた研究所です。  昨年

度終了した  ( 株 ) A T R人間情報通信研究所の一部の研究者を核に研究チー ムを構成してお り 、人間性豊か

な コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの実現を目標としております。

メ デ ィ ア 情 報 科 学 研 究 所 は 、 新 し ぃ イ ン タ ラ ク シ ョ ン メ デ ィ ア の 研 究 開 発 を 目 標 と し て 新 規 に 設 置 し た

研究所です。 研究活動を終えた  (株 )  A T R知能映像通信研究所の一部の研究メンバー を取り込んで研究を

立ち上げています。

これらの4研究所は設置以来、  それぞれの研究方針にしたがって研究活動を続ける傍ら、  KTc制度に替わ
る民間の基礎基盤研究の支援制度として通信 ・ 放送機構 (TA〇) の中に設置された  「民間基盤技術研究促
進制度」 の平成1 3年度の公募に応募すべく、  研究テーマの構想から具体的な研究体制に至るまでの検討を
精力的に行い、提案書をまとめ応募いたしました 。

今回の提案結果として、  上記4研究所から提案した研究テーマのすべてを遂行するのに 一l -分な研究資金を
獲得できなかった ものの 、  主要な研究テーマ を カ バーでき るだけの研究費を確保できた と考えています 。

T A〇からの委託研究費でカバー しきれない研究テーマに関しては、  他の研究 フ ァ ン ド な ど も 確 保 し て 、  そ

れぞれの研究所が日標とする研究、  技術成果を出せる よ う に し てい きたい と考えています 。

なお、  今回のT A〇公募に関しましては、  外部研究機関のご協力を得て、  将来の電気通信の新方式技術に

必須 とな るであろ う新 し ぃ光デバイ ス開発に関する研究を A T R の第 5 の研究提案 と し て応募いた し ま し た

が 、  残念なが ら採択にはいた り ませんで した 。  提案書の内容を再検討して次年度の募集に応募できるよ う

にしたい と考えてお り ます 。

新しい基礎 ・ 基盤技術に関する研究テーマを発掘し、  新規研究計画提案としてま とめ 、  TA〇を含む各極

研究公募に積極的に応募して必要な研究資金を獲得し、  良い研究成果 を出 し て い く こ と が 私 ど も A T R の ミ

ッシ ョ ンである と考えてお り ますので 、今後と も精力的に活動を続けてい く所存です。

こ れ までの研究企画 ・ 研究支援に関する仕事を主業務と していた弊社も 、  各種研究公募に応募して獲得

した研究費で研究活動を行 う こ と を主業務とする会社に大き く変わ り ま した 。今後も研究所運営等でさま

ざまな新たな課題が出て く る もの と思います 。今後と も皆様のご協力、  ご支援をお願い申しあげます。

新たなる研究開発への挑戦
一新体制下のATR研究所の紹介一

企 画 部
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実世界で利用可能な音声翻訳技術の実現に向けて

2 1  世紀を迎えてグローバル化された社会において 、  異言語間のコミュニケー シ

裁 ン を 自由に行 う こ と は ま す ま す重要に な り つ つ あ り ま す 。  し か し 、 外 国 語 を

習熟す る こ と は 一朝一 タ ではで き ま せ ん 。  こ の こ と か ら 、  日常使用される話 し

言葉 を翻訳す る 音声翻訳システムの実現に対する期待が一層高まって ぃ ま す 。

こ の よ う な要求に応え 、  実環境で使用可能な音声翻訳技術の実現に向けて、  音

声言語コミ .: L 二 ケー ション研究所が、  取り組む今後の研究課題について述べま

す。

はじめに

母語以外の言語の習得には長年にわたる学習過

程 を 必 要 と す る こ と か ら 、  学習を必要とせずに外

国 語 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 可能 と す る 自動翻

訳技術は人類共通の夢となっています。  自動翻訳

技術は、  まず書物を細訳するための技術である機

械翻訳技術 と し て 、  1 9 5 0年代に研究開始されまし

た。  1 9 7 0年代から tu_-界の通商や人の移動が大き  く
增加 し た こ と を 受 け 、  1 9 8 0年代に入つて、青声言

語 、 す な わ ち 話 し 言 葉 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を可能とする音声翻訳技術の研究も開始されまし

た。 1 9 8 0年代からの日本での基礎研究の結果、青

声認識技術、言語細訳技術、青声合成技術などの、

青声細訳技術を構成する各要素技術は著し く進歩

し ま した 。青声翻訳技術自体も一部限定された用

途における日本語英語間の対話で、  一文 ご と の 細

訳がある程度実現できる段階に達しています。

しかし 、  音声認識技術は、  限 られた環境下では

利用可能ですが、  さ ま さ 'まな実環境下で種々の使

用者の利用を可能にす る と い う 意味では 、 青声細

訳技術の要素技術として満足できる性能には達し

ていません 。  言語翻訳技術にっい て は 、  個別の言

語対ご との翻訳規則を人の内観に頼つて開発して

お り 、 新 た な 言 語 対 や ド メ イ ン  (話題)  での利用

を可能にするためには 、  新たに多くの開発作業を

要します。  さ ら に 、 言語細訳技術が有す る最大の

問題点の一つは、青声認識誤り、発話の不完全性、

翻訳時に使用する知識や用例の不足等の可能性を

考慮して決定されるべき細訳結果の信頼度を示す

指標がない点です。  こ の ため 、  相手言語の知識の

ない使用者が信頼して実使用環境下で利用できる

段階には到つていません。

2 0 世紀末の 2 0 0 0 年に日本に出入国した人の数

は 、 図 1 に示す よ う に 、 出国者が約 1 8 0 0 万 人 、 入

国者が約 5 2 0 万人 と膨大です。  2 1 世 紀 に 入つ て 、

国境を越え る人や物 さ らには情報の交流はますま

す 增 加 し て い く で し ょ う 。 グ ロ ーバル化された多

言語社会において 、  交流の最大の壁は言語の璧だ

と も 言われてい ます 。  このため 、  異 な る 言語 を話

音声言語コ ミュニケー ション研究所

所長 山本 誠一

入国者520万人

図 1  言葉の壁は21世紀の国際化社会の最大の壁

す人の間で互いの母語に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を可能とする多言語青声対話細訳技術への期待は、

一層高まってい ます。 この要望に応え得る音声翻
訳技術を研究開発し、  実使用環境での利用可能性

を実証することが、本研究開発の目的です。

1 .  研究開発課題の概要

異言語間のスム ー ズ な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 可

能 と す る た め に は 、 図 2 に 示 す よ う に 、 話 し 手 同

士の関係、発話者の意図、文化的背景、場面 、文

脈といった発話外の状況を理解した上で 、  発 話 さ

れた内容 を翻訳す る こ と が 必要で あ り 、  こ の よ う

な機能を備えた青声翻訳システムの実現が究極の

ゴール と ぃ う こ と に な り ま す 。

発話行動

への影響 発話

単位

発 話

図 2  音芦翻訳システムの構成
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し か し な が ら 、  話し手同士の関係、  発話者の意

図、文化的背景、場面 、文脈などの情報を適切に

利用する音声細訳技術を実現する こ とは 、  現状の

技術では不可能であ り 、  長期的な基礎研究が必要

です 。一方 、発話の中には この よ う な発話外の状

況を利用せず、  一文ごとの表層情報のみを使用し

た翻訳であって も 、 相互に理解可能な場合 も多 く

存在します。現在、実環境下で使用可能な多言語

音声細訳技術の実現は極めて要望の大き  ぃ急務の

課 題 で あ る こ と を 考 え る と 、 前 述 の 究 極 の ゴー ル

に向けて 、  一定期間ごとに逐次適切な目標を設定

し、  それを達成する具体的な方策の立案と実施が

不可欠です。

当面達成すべき目標は、  さ ま ざ ま な実環境で話

された音声言語を一文ご との表層情報のみを使用

して翻訳する技術を確立し、  異なる言語を話す人

と 人 と の 実 際 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の場面で 、  ど

の程度的確に情報を伝え得るのかを実デ一 夕 に則
して検証する こ とである と考えます 。そのために 、

さま さまな実環境で種々の利用者の使用を可能と

する音声認識技術、  実環境下の多様な発話に対応

できる言語翻訳技術の研究開発が必要です。

特に 、  言語細訳技術にっい ては 、  従来、  高度な

知識をもった専門家の内観に基づき規則を構築し

て い く 構 文 ト ラ ン ス フ ァ 一方式およびそれに一部
用例細訳を利用した方式が主に使用されてきま し

た 。 構 文 ト ラ ン ス フ ァ 一方式は、 一l一分な量の対訳
コ ーパ ス が な く て も 開 発 が 可 能 で あ る と ぃ う 利 点

を 有 し て い ますが 、  ド メ イ ン の カ バ レ ッ ジ を 拡 大

するたびに高度な知識を  も った専門家の内観に基

づき規則を再構築する必要があ る と ぃ う 大 き な欠

点を有しています 。  ま た 力 バ レ ッ ジ を 客 観的 に知

る方法がありません。

一方、 当研究所ではこれまでコーパスベー ス 細

訳手法の研究開発を行つてきま した 。  青声言語、

特に対話は文字言語に比較して一発話の平均単語

数 が少 な ぃ こ と か ら 、 相密なコ ーパスが収集可能

であ り同手法を効果的に適用できます。  さ ら に こ

の手法を使 う と 分担 し て コーパ スの収集がで き る

と い う 利 点 が あ る た め 新 し ぃ ド メ イ ンへの適用が

容易 と な り ま す 。  こ の ため 、 大規模な コーパ ス を

利用して言語細訳を行 う コ ーパスベー ス翻訳手法

を中核的な技術 と位置付け 、  本技術の研究開発と

と も に コーパスの開発手法にっいても研究開発を

進めます。  こ れ ら の要素技術を密結合 し て 、 信頼

度指標を と も な っ た翻訳結果を出力で き る コ ーパ

スベー ス音声翻訳技術の研究開発を実施します。

具体的には、  音声対話翻訳技術と して最も広範

囲な利用が想定 され る 、  海外旅行中の会話を対象

に 、  多言語音声翻訳技術の研究開発を行います。

言語対と  しては、  利用可能な地域や話者数などの

相手言語のもっ種々の影響力や、言語としての構

造の疎違さなど も考慮し 、  ほ とんどの日本人があ

る程度の会話運用能力を有する英語を対象と  した

日英音声細訳技術と 、逆にほとんどの日本人が知

識をもたな ぃ中国語を対象と した日中音声翻訳技

術及びその他特定の言語と目本語との音声翻訳技

術と し ます 。

なお、  音声翻訳技術とぃ う研究テーマの性質上、

各国の研究機関との研究協力が重要と考えられま

す。 こ のため 、  各国の研究機関と研究協力体制を

確立し、  当研究機関で中心的に研究開発を進める

研究テーマと 、相手研究機関との密接な研究協力

の下で行 う 研究テーマ、  相手研究機関の研究成果

を研究開発に活かす研究テーマの選択を明確化し、

並行的に研究を進めること とします。

以下、  各サブテーマの概要にっいて説明します。

2. 実音響環境での音声認識技術

青声認識は、  近年、 長足の進歩を遂げています。

この理由は、  確率モデルと音声コー パ ス の 整 備 が

当研究所を含む研究機関によ り組織的になされた

こ と に よ り ま す 。 現 在 用 い ら れ て い る 隠 れ マ ル コ

フモデルは、  1 9 7 0年代後半に提案された確率モデ

ル に 基 づ く 手 法 で あ り 、 発 話 に と も な う 音 声 の 特

徴空間における時間的、  空間的揺らぎを適切に表

す特長を有しています。  し か し な が ら 、  音声翻訳

を目指した場合、現在の技術の性能は実際の利用

環境では、  未だ不 一l一分と言わさ°るを得ません。  実

際に利用 され る環境では 、種々の発話様式 ( 発話

ス タ イ ル )  の発話が生 じ 、 環 境 には 、 環境雑音 、

残響が存在するためです。本研究では、  よ り 実 環

境に近い環境での頑健な音声認識技術の確立を  目

指 し ま す ( 図 3 ) 。

こ の よ う な実環境における変動の要因は 、  一般

に明示的に規則で表現で き る 種類の も の で な く 、

こ れ ま で青声認識で一定 の 成 功 を 収 め た よ う に 、

ある程度以上のコーパ ス と 、 構 造 ・ 規則を反映し

た確率的モデルを用いる手法を適用するアプロ ー

チが最も有望です。  そのためには 、  実際の状況で

大量のコーパ ス を 収集す る必要が あ り 、 音 声翻訳

シ ス テ ム を利用 し な が ら 、  コ ーパ ス を 収集 し 、 研

究を進めるプロセスが必要とな り ます 。それには、

実際の音響環境に頑健な音声認識が第一に重要な

機能とな り ます 。本研究では、実音響環境で頭健

な音声認識を実現するための  「音環境適応型音声
認識技術」、 実環境での音声翻訳性能を向上するた
めの発話ス夕イル変形への頑健性を実現する  「発
話ス夕イル適応型音声認識技術」、音声細訳が対象

にする言語対を容易に増やすための  「多言語音声
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図 3  音響環境への変動への預健性

認識技術」、実環境における使用において高い認識
精度を確保するための  「適応的入力発話 リ ジ ェ ク
シ ョ ン 技術 1の 4つの研究開発を日標とします。

3 .  音声言語解析・統合技術

本 サ ブ テーマでは青声認識と言語処理に跨がる

問題にっい て検討 し 、  こ れ らの処理を統合して よ

り青声言語システム全体としての性能向上を目指

します。

青声を認識する場合、  ど の よ う な 単 語 が ど の よ

う な 順 序 で 出 現 し う る か 、  と い う 言 語 的 な 知 識

(言語モデル )  が不可 f J、1、です。近年の研究によって、
狭い話題であればそこそこの精度の言語モデルを

構 築 す る こ と は 可 能 に な っ て き ま し た 。  しかし

「旅行で使われる言語表現」 と ぃ った少し広が りの
ある話題になる とすべての表現を過不足な く表現

す る こ と が で きず 、 予期 し ない言語表現が入力 さ

れ て認識に失敗す る こ と な ど が し ば し ば起 こ り ま

す。 こ れは 、  対象の話題に関する知識や言語的な

知識 を 十分 に モ デ ル化 で き て い な い た め で あ り 、

サ ブ ワ ー ド モ デ ル と ぃ う 考 え 方 な ど を 使 つ て 、  よ

り 柔 1次性の高いモデル化を目指します。

現状の青声認識処理では意味的なものはほとん

ど 考慮 さ れ な い た め 、  意味的におかしな単位に切

れ た り 、 局 所 的 に正 し く て も 全 体 と し て は ナ ン セ

ン ス な表現が出力 された り し ま す。 そ こ で 、 認 識
結果 を 解析 し て 意味 の あ る 単位 に ま と め た り 、 認

識した際の 「信頼度」 を手がか り に あ ゃふやでな
い部分のみを取 り出す 「情報抽出」 な ど を 行 う こ
と に よ っ て音声認識 と言語処理 との ス ム ー ズな結

合を目指します。

音声認識や言語処理 に は さ ま ざ ま な 制 御項目

( パ ラ メ ー タ ) が あ り こ れ ら を個々の入力や適用分

野に応 じ て評価 し最適にな る よ う 調整す る必要が

あ り ます 。従来、青声認識、言語処理それぞれ別

個に最適化の方法が研究 されて き ま し たが 、  こ れ

を青声言語システム全体に対して行 う こ と が必要

近未来:

雑音、11ii響のある実環境
, 携帶電話の利用

o遠隔発話受音

=接話マイクロホンを利爲しない

マイク1コホンを意識しない

さらには.. , , ,

多人数、多言語間の翻訳会議

です。  こ の た め 、  青声翻訳性能の自動評価法、  こ

のために必要な青声言語デ一 夕収集法などの検言 j

を行い、  音声言語処理の統合を目指します。

4 .  コーパスペー ス対話翻訳技術

従来の機械翻訳システムは規則によって動作を

制御する形式のものを中心に研究開発されてきま

した。 規則が中心的に用いられて きた主な理由 と

しては、  多様な言語現象に関するデ一夕を綱羅的

に集 め る の は容易 で な い こ と 、  特に十分な量の対

訳デ一夕を確保するのは困英111で あ る こ と が 挙 げ ら

れます。  すなわち 、  人間の類推能力を活用して言

語現象を抽象化して言語デ一夕の不足を補完する

こ と に よ り 、 翻 訳 シ ス テ ム の カ バ レ ッ ジ を 拡 大 し

よ う と し て き た と 考 え ら れ ま す 。  しかし 、  こ の よ

う な 実 現 形 態 で は 、 他 の ド メ イ ン に シ ス テ ム を 移

植 し た り 、 新 た な デ ー タ に 合 う よ う シ ス テ ム を 改

良したりするのが容易ではありません。

す な わ ち 、  用意 され たデ一夕に素早 く 適用で き

る よ う に シ ス テ ム を 構 成 す る コ ーパ ス ベー スの手

法の実現が急務です。  また 、  コーパスベー スの手

法であれば、  多言語への展開も容易であると考え

られます 。  しかし 、  現時点ではコーパ スベー スの

手法は1i111:,い ド メ イ ン を 対 象 と し て 実 現 さ れ て い る
に 過 ぎ ず 、 細 訳 精度 も 構 文 ト ラ ン ス フ ァ 一 方 式 を

上回つ て い る と は 言 い 難 い状態 です 。 そ こ で 、 本

サ ブ テーマでは、  対話に関する大量のデー タ を 収

集 す る と と も に 広 い ド メ イ ン に 適 用 可 能 な 技 術 の

実現を日指します。

具体的には、  青声細訳に関する 1替在的な要請を

il省' まえ、  日本人が海外旅行する際の会話支援、  日

本国内で外国人旅行者に対する会話支援を対象と

し て 、実際に行われる会話の対訳デー タ を収集し

ま す 。 そ し て 、  この対訳デ一夕を直接的に利用し

て翻訳する用例ベー スの翻訳手法と、  対 訳 デー 夕

を統計的に処理して統計モデルを作成しそれを利

用して翻訳する統計的 -刷訳手法を検討します。い

ずれのアプローチ に お い て も 、  検討に使用す る ド

メ インや言語対への依存性を排除するよ うに務め 、

新 た な言語対や異 な る ド メ イ ン に 容易 に適用可能

なコーパスベー スの手法として確立します。

5.  異種コーパス統合利用技術
日常対話に比べて一文が長い対話や講演などの

場合  (以下、  講演と呼ぶ ) 、  視密で均質なコーパス

の収集は容易ではあ りません 。  し た が っ て こ の よ

う な 対 象 に コ ーパ ス ベー ス翻訳 を適用す るには 、

直接大規模コーパ ス を 構築す る 手法にかわ り 、 入

手可能な多種多様のコ ーパスを統合し利用する手

法を開発する必要があります。
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青声言語に対し文字言語のコーパスの入手は比

較的容易です。 例えば新聞テキス ト の コーパスや 、

音声言語に近い= ユ ー ス原稿のコーパ ス な ど 、  大
規模なコ ーパスが現在入手可能です。  そ こ で 本 サ

ブ テーマ で は こ れ ら の コーパスを音声言語コーパ

スに加えて統合し 、  大規模コーパスを実現する手

法の確立を目指します。  また この大規模コ ーパ ス

を使つた音声言語の翻訳手法の確立を日指します。

統合した大規模コーパスは均質ではあ り ませんの

で 、  この不均質性に強いコーパスベー ス翻訳手法

の研究が大きな課題にな り ます ( 図 4 ) 。

o多様なコーパス理得

o同一言語の

話しことば、審きことば対応

o日英文レベル対応

o日英表現対応

=0

対応付けられた続合コーパス作成

および利用

図 4  異種コーパス統合利用技術

6. コーパスペー ス音声合成技術

コ ーパ ス ベー ス音声合成においては 、  音声コー

パスの規模が大きぃほど音韻的 ・ 韻律的多様性が

広がるため音質的に有利です 。  こ の ため 、  近年、

音声コーパス を大規模化する傾向が強ま っ てい ま

す。 しか しなが ら 、  コーパスの大規模化には、  (1)

青声合成システ ムの開発 コ ス ト の增大 、  ( 2 )  こ の

ため 、 多様 な話者 を用意す る こ と が 困難 、  ( 3 ) 所

要記憶容量が大きぃため携帯情報機器への搭載が

困難、  と い う 負 の側面が あ り ま す 。  また、  コ ーパ

ス規模を拡大するにっれて音質改善量は次第に飽

和す る た め 、  むやみにコーパ ス を拡大 し て も 意味

があ り ま せん 。 そ こ で 、  1 0 0時間程度の音声コーパ

ス を作成 し 、  その範囲内でコーパ ス規模 と 合成音

の音質との関係を定量的に解明します。  また 、  イ

ン夕一ネ ッ ト 技術を活用 した評価実験の導入を通

して実験参加者層の拡充を図り 、主観評価デ一 夕
の信頼性 ・ 普 通 性 を 高 め る こ と に よ り 、 単 位 選 択

基準の精度を向上します  ( 図 5 ) 。

・100時間の音声コーパスを作成

コーパス規複と音實の関係を解明
音設・言員律パランスを考慮した
コーパス設計

系統的な知覚評価実験を実施

実験結集に基づく客観的評価モデルを確立

図 5  コ ー パスペー ス音声合成技術

終 わ り に

音声言語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン研究所が取 り組む

今後の研究課題にっい て 述べ ま し た 。  1 9 8 6年の

AT R自動細訳通信研究所の発足以来、ATR自動翻

訳通信研究所とAT R音声翻訳通信研究所での継続

的な基礎研究を通じて、  夢と言われた青声翻訳技

術 も 、  ホテルの予約、電話番号の間い合わせ、  レ

ス ト ラ ン で の注文等のあ ら か じ め限定 され た対話

場面での使用は可能な段階に達した と考えます 。

しかし、  よ り さ ま ざ ま な実環境での使用を可能 と

す る に は 、  今まで述べた個々の研究課題を達成し

て い く こ と が 不 可 欠 で あ り 、  その目標に向かって

研究に通進 してい く所存です 。今後 と も関係の皆

様方のご理解、  ご 支 援 を よ ろ し く お 願 い い た し ま

す。
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自律分散型無線ネッ  ト ワークの研究開発

当研究所は、  自律分散型無線ネ ッ ト ワー クの実現に不可欠な基盤技術の構築を

目 的 と し て 、  物理レイヤから上位レイヤまでの技術について総合的に研究開発

を進めている 。  こ こ で は 、  研究課題の概要を紹介する。

1. はじめに

携帯電話の普及、  さ ら に動画配信 も可能な 、  わ

が国で世界に先i5区けて昨秋から 一部 始 ま っ た 第 3

世代携帯電話サー ビ ス と 、 無 線 情 報 通 信 ネ ッ ト ヮ

ー ク は 日 常 生活 に お け る イ ン フ ラ と し て 定 着 す る

と と も に 、  モ バ イ ル イ ン 夕 一 ネ ッ ト 化 も 急 速 に 進

展 し て い る 。 一方では 、  モバイル高速ピ ァ ツ ー ピ

ア通信、  I Ts車車問通信のような現在の集中型無線
ネ ッ ト ヮ ー ク 技 術 に 適 さ な い=ー ズ も破在化して
き てい る 。

こ の よ う な ニー ズ に対応で き る 技術 と し て 、 現

在の技術と概念が根本的に異なる自律分散型無線

ネ ッ ト ヮ ー ク が 注 目 を 浴 び 、 重 要 と な っ て き て い

る 。  こ の ネ ッ ト ヮ ー ク は 、 携 帯 情 報 端 末  ( P D A )

の よ う な パー ソ ナル端末だけで構成 され 、有線綱

や基地局等のインフ ラを必要とせず 、  ま た 、 通 信

経路途中にある他人の端末を中継器  ( ノ ー ド )  と

し て 用 い る こ と に よ り 通 信 エ リ ア を 拡 大 で き る

( マ ルチホ ップ通信 ) 。多数の人が集まる場所でい

つ で も 、  ど こ で も ネ ッ ト ワー ク を 構 成 で き る と ぃ

う 特 長 を 有 し て い る 。 そ の 場 限 り の ネ ッ ト ヮ ー ク

と ぃ う 意 味 で 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク と 呼 ば れ

る こ と も 多 い。 無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク が 狙

端末移動範囲(m )

10000k

100k

1k

10

固定 {
1k

図 1

適応コ ミ ュニケー ション研究所

所長 小宮山牧兒

い と す る 特 性 を 、  図 1  に示す。 現在の移動通信サ

一ビス と比較して 、  通信可能な距離は限られるが 、

優れた伝送速度を実現で き 、 通信 コ ス ト が原理的

に不要である。

イ ン フ ラ に 依 存 す る 度 合 い が 少 な い と ぃ う こ と

か ら 、 被 災地 、 展 示会 、  キ ャ ン パ ス等広範な応用

が期待でき る他 、情報家電や工場内の機器 リ ン ク 、

セ ン サー ネ ッ ト ヮ ー ク 等 、 ユ ビ キ 夕 ス ネ ッ ト ヮ ー

ク実現の根車-l、をなす技術であ る 。  さ ら に 、  第 4 世

代移動通信におぃて、  サー ビスェ リ ア を 拡 大 で き

る 技術 と し て も 注 E l さ れ ている 。

近年、 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク に 対す る 関心が

高 ま り 、  それに特化した国際会議等も開かれる よ

う に な っ て き て い る 。  しかし 、 実験の困英性性から、

ほ と ん ど の研究が シ ミ ュ レー シ ョ ン 実 験 に留 ま っ

て い る 。  こ の た め 、 実環境におけ る レ イ ヤ間に時

る研究開発の必要性が急務となっている。

当研究所は、  自律分散型無線ネ ッ ト ヮ ー クの実

現に不可欠な基盤技術の構築を目的として 、物理

レ イヤか ら上位レ イヤまでの技術にっい て総合的

に研究開発を進めている 。  こ こ で は 、  その概要に

ついて報告する。

PDC IMT アドホック
PHS 2000

一發義鑼議義護素議
Blue擬1i機議1議機・1i
1ooth遭 :I A N議秘發1i」登器線進A N一解・識器1継灘證 1
無- _ 選解 ・ :

1M IG

伝送速度 (bit/s)

無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー クの位置付け
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2 .研究課題の概要

( 1 )  ネ ッ ト ヮ ー ク 構成 ・制御技術、  (2 )  ネ ッ ト

ワー ク総合理論、  ( 3 ) パー ソ ナ ル 無線 リ ン ク 、  (4 )

マ イ ク ロ デ バ イ ス の 4 サ ブ テーマを設定し 、  デ バ

イ ス か ら ネ ッ ト ヮ ー ク まで総合的に研究開発を推

進する。  特に 、  アンテナの指向性を変化させた と

きのシステムの特性に与える影響を重点的に探索

する 。研究アプローチ と し て 、

( ア )  物理レイヤから上位レイヤまでの基盤要素技

術に取り組む。

( イ )  テ ス ト ベ ッ ド を 含む実証実験に よ り 、 要 素技

術 、  システム技術の課題を実験的に明らかに

する。

( ウ )  当所で独自に開発した、  技術を最大限に活用

する 。

の 3 点 を 特 色 と  した研究開発を進める 。  以下に 、

サ ブ テーマの詳細を記述する。

2-1 .  ネ ッ  ト ワー クの構成 - 制御の研究開発
自 律 分 散 型 無 線 ネ ッ ト ヮ ー クの技術的特徴は 、

端末での分散制御にあ る だけでな く 、 移動に よ り

ネ ッ ト ヮ ー ク ト ポ ロ ジーが ダ イ ナ ミ ッ ク に 変 化 し 、

また各 リ ン クは無線に特有な伝送特性の変動を と

も な う と ぃ う 点 に あ る 。  さ ら に 、 従 来 の セ ル ラ ー

網 の M A C ( メ デ イ ア ア ク セ ス 制 御 )  は 1 ホ ッ プ を

対 象 と し て い る の に 対 し 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー

ク で は 、  マルチホ ッ プ を前提 と し てお り その挙動

は 複 雑 な も の と な る 。 本 サ ブ テーマでは、  自律分

散 型 無 線 ネ ッ ト ワー ク の構成法を明 らかにす る た

め 、大別して以下に示す 3 テーマ (図 2参照 )  に関

して研究を進める。

第 1 の テーマは 、 M A C プ ロ ト コ ル 、  ルーテ ィ ン

グ プ ロ ト コ ル の研究で 、  ノ ー ドの総数 、密度 、  モ

ビ リ テ ィ な ど を 変 化 さ せ た と き の プ ロ ト コ ル 特 性

を理論的に検証し、  シ ミ ュ レー シ ョ ン に よ る 評 価

を 行 う 。  さ ら に 、 電 力 を 制 限 し た ラ ボ 内 規 模 の テ

ス ト ベ ッ ド を 構 築 し て 、 実 験 的 に 評 価 し て フ ィ ー

ド バ ッ ク を 行 う こ と に よ り 、 最 適 の M Ac プ ロ ト コ
ル、  ルー テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル を 設 計 す る こ と を 目

標 と す る 。 本 テ ス ト ベ ッ ド に よ り 、  ア ド ホ ッ ク ネ

ッ ト ヮ ー クの特性を路' ま え た ネ ッ ト ヮ ー ク構成要

素技術であ る M A C と ルーテ ィ ン グ技術 を合わせた

特性評価が可能 と な る 。  特に 、  無 線 リ ソ ー スの有

効利用の観点で、  物理レ イヤにおいて指向性アン

テ ナ を 用 い る こ と の 有 用 性 が 認 め ら れ て い る こ と

か ら 、  レ イ ヤ 間 の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を ま ず 無 指 向

性ア ン テナに っいて検討し 、  その結果をベー スに 、

指 向 性 あ る い は ア ダ プ テ ィ ブ ア ン テ ナ を 用 い た 場

合のM A C プ ロ ト コ ル 、  ルーテ ィ ン グ プ ロ ト コ ル の

特性を明らかにする 。

アプリケーショ.;. CoCoNut

ミドルウェア

ルーティング

MAC

QoS
VoIP

DSR etc. D-RT A-RT

802.11b.etc. D-MAC A-MA(

物理層 ? ,-:1i: 1i:111二
' o C

'Va 、1・一:1/ _、一
オムニアンテナ ディレクンョナルアンテナアダプティブア

図 2  ネ ッ  ト ワー クの構成 ・制御の研究

アンテナ

特性

第 2 の テーマは適応的品質制御法の研究で、  ユ

ーザ要求を満たす複数のレイヤのQ os ( サー ビス
品質 ) 機能を階層構造によ り関係付けたQ os モ デ
ル の 理 論的特性 / メ カ ニ ズ ム を 明 ら か に し 、 ユー

ザ ( 最 上位機能 )  か ら シ ス テ ム  (最下位機能)  ま

での適応的Qo S機能構造を統合する枠組みを提供

する 。  また 、  マルチホップ通信で特に重要な課題

と な る 適 応的 な セ キ ュ リ テ ィ 機 能 の検討 を 進 め る

と と も に 、 有 線 で 蓄 積 し て き た 多 様 な ァ プ リ ケ ー

シ ョ ン を ァ ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワー ク 上で利用す る た

め 、無線環境 、  マルチホ ップを考慮した無線 TcP
を開発する。  さ ら に 、 分 散 型 マ ル チ メ デ ィ ア ア プ

リ ケ ー シ ョ ン に お い て 複 数 の メ デ イ ア 特 性 に 適 応

したコ ンピュー ティング資源管理方式を処理系プ

ラ ッ ト フ ォ ー ムとして提供する。

第 3 の テ ー マは 、  ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 研 究 で 、

双方向の音声アプ リケー シ ョ ン  (vo IP )  を夕 一ゲ
ッ ト に 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク向けの帯域制御

や遅延制御技術を検討し、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー

ク 上 で の マ ル チ メ デ ィ ア サー ビスの実現を日指す。

また 、  ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク に お け る コ ミ ュ ニ

テ ィ 形 成 と し て ユーザ の振 る 舞 い に よ っ て 物理的

に近接した端末同士がプッシュ型で自律接続する

こ と に よ り 実 現 さ れ る 情 報 ネ ッ ト ヮ ー ク 技 術

( C oC oN u t と名付けている)  を検討する。

2-2. ネ ッ  ト ワー ク総合理論の研究
自 律 分 散 型 ネ ッ ト ヮ ー ク の デー タ リ ン ク 層 に お

け る M A C と ネ ッ ト ヮー ク層におけるルー テ ィ ン グ

は 、1軍然一体 となってお り 、 それ ら を単純に分離し 、

階層化して取り扱えるか等の基本的な問題は必ず

しも 一1 分に明 ら か に さ れ て い な い。

本 サ ブ テーマ で は 、 無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー

ク の M A C / ルーテ ィ ン グ に っいて 、 その基本性能

の明確化、  総合特性の評価を行い、  そ れ ら に 横 た

わ る一般的法則を探求する。  同時に上述の階層化

の可否にっいての間題への回答を与え、 機能配分、

ATR Joumal 46号 WINTER 2002 7
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帯 域 等 リ ソ ー ス配分の最適化を試み、  同 ネ ッ  ト ヮ

ー クの評価指針、設計指針に言及する。  こ れ に よ

り 、 伝 送 距 離 ( ホ ッ プ 数 )  ゃ収容可能端末数とぃ

っ た ネ ッ ト ワー クの規模 、伝送速度 、  スルー プ ッ

ト等の能力、 端末の許容移動度等を明らかにする

と と も に 、  こ れに応じた適用領域を技術面 、  シ ー

ズ面から明確化する。  ま た 、  具体的なM A C / ルー

テ ィ ン グ プ ロ ト コ ル 抽 出 の た め の 糸 「_1 を与える。

これ らの検討は 、  特に、  アンテナの指向性を取り

入れたシ ステ ムへの展開に留意して進める。  スル

ー プ ッ ト に 関 し て 得 ら れ る 定 性 的 な 予 測 イ メ ー ジ

図を図 3 に示す 。 手法 と し ては 、 理論 、 計算機シ

ミ ュ レー シ ョ ン を 用 い る 。  M A C / ルー テ ィ ン グ に

おける接続失敗率、  遅延時間等の解析を、  簡単な

確率モデル、  待ち行列モデルから出発して 、  理論

的に進めてい く 。  ま た 、 M A C / ルー テ ィ ン グ 技 術

の I Tsへの適用を試みる 。  具体的には、  交差点で
の衝突防止、 高速道路における追突防止や協調走

行等を実現するための車車間通信を取り上げ、  リ

ン ク の 確 保 、 情 報 の ホ ッ ピ ン グ にっい て 検 討 し 、

M Ac / ルーティング技術の普及展開を図る。
本サブテーマの も う 一つの課題は 、 無線 ア ド ホ

ッ ク ネ ッ ト ヮ ー ク の新 し ぃ ニー ズ の把握 、 新 し ぃ

=一 ズを喚起するための方策の提示、  提供 さ れ る
べ き サー ビ ス イ メ ー ジの明確化、ユーザの視点に

立つた評価の枠組みの構築、  ネ ッ ト ワ ー クの機能

や性能に対する要求条件の明確化にっいての研究

であ る 。  こ れ ら の研究 を進め る に あ た っ ては 、  ア

ン ケー ト調査、市場調査、市場形成の分析を通し

て 、 無 線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト ワ ー ク がューザに受け
入 れ ら れ 、 使 用 さ れ る に 至 る メ カ ニ ズ ム を 探 る 。

ま た 、 ユーザの視点に立つた評価 コ ンセプ ト や尺

度の検討を行う。

2-3. パー ソナル無線リンクの研究開発
自律分散型無線 ネ ッ ト ヮ ー ク は 、  バ ッ テ リ 一 動

無線アドホックネットワーク
の特性(予想1

実効伝送選度(Mbi1/s)

10 100 1000 10000

距離 ( n 1 )

図 3  ネ ッ ト ワー ク総合理論の研究
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作の携帯端末だけで構成されるため 、  有限の電波

資源であ る  「周波数」 と 「電力」 をいかに有効利
用 で き る か が シ ス テ ム と し て 成 立 す る か ど う か の

重 要 な ポ イ ン ト と な る 。

本 サ ブ テーマでは 、  アンテナの指向性を応用し

た S D M A ( 空間分割多元接続 )  に よ る 周 波 数 と 電

力の拡大利用を意図して、  今まで開発が十分行わ

れ て こ な か っ た 端 末 搭載用 ア ダ プ テ ィ ブ ア ン テ ナ

の実現を目指す。低電力、低コス トかっ簡易構造

の ア ダ プ テ ィ ブ ア ン テ ナ を 実 現 す る た め 、  ア ン テ

ナ素子の う ち 1 本 だ け を 給電素子 と し 、 残 り の 素

子には給電せず可変 リ ァ ク タで終端した当所考案

のェスパアンテナの適応動作の高度化を図る。  リ

ア ク 夕 の 値 を 直 流 電圧 で 制御す る こ と に よ り 、  ア

ン テ ナ ビー ム形成を空間ステー ジ で 行 う も の で あ

る 。  ア ン テ ナ ハー ド ゥ ェ ア の 簡 易 化 、 小 型 化 と 、

電波環境に応じて電波ビー ムを所望方向へ走査し、

かっ、 千渉波を抑圧するための適応制御アルゴ リ

ズ ム の開発に取 り 組む ( 図 4 参 照 ) 。 ア ダ プ テ ィ ブ

ア ンテナを動作 させ るには通常は 、  ト レー ニ ン グ

信号を送信パケ ッ ト の先頭部分に含ませ る 。  こ の

ト レーニング信号はシステム側の新たな負担 と な

り 、  実用に供する段階で普及の大きな障璧 とな る

可能性があ る 。 そ こ で 、  ト レー ニング信号を不要

と す る ェ ス パ ア ン テ ナ 制 御 ブ ラ イ ン ド ア ル ゴ リ ズ

ムを最終的に目指す。 アンテナの干渉抑圧機能の

実証後、  自律分散無線ネ ッ ト ヮ ー ク シ ス テ ム の 端

末に搭i成し、  テ ス ト ぺ ッ ト を 用 い て ネ ッ ト ヮ ー ク

性能向上検証試験を行 う と と もに室内伝搬環境に

て運用試験を実施する。
従来のアンテナ測定検査は大型の電波暗室を必要

と し 、  これが測定検査コストの低減の大きな障壁と

な ってい る 。  このため 、  2つ日のテーマとして小型

電波暗補の中での測定法を目指して、  マ イ ク ロ 波 フ

ォ ト ニ ク ス デ バ イ ス を 駆使す る こ と に よ り 、 被 測定

アンテナ素子の極近傍電磁界を本来の電磁界に接

信号処理技術
oブラインド化
o多値変調信号への適用

図 4  エスパアンテナ高機能化高性能化
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乱を与える こ とな く測定する技術を開発する 。

自律分散型無線ネ ッ ト ヮ ー クで動画を含む多様

な 情 報 を 伝 送 し よ う と す る と 、 光 を 利 用 し た 無 線

リ ン ク が 有 利 と な り 、 将 来 の 端 末 に は 、 電 波 と 光

に よ る 無線通信機能が標準装備 され る こ と が予想

さ れ る 。 光の波長が電波に比べて著 し く 短い こ と

か ら ァ ン テ ナ の 指向性 を 非 常 に 鋭 く す る こ と が で

き、  よ り 大 き な sD M A の効果が期待できる。 そ こ
で 、 第 3 の テーマ と し て 、 光 無 線 リ ン ク の 基 盤 要

素技術 で あ る 、 ユーザ に よ る ポ イ ン テ ィ ン グ の 必

要 が な く 、  ま た 、 光 ビー ム の遮断に よ る通信の中

断が少ないロバス  ト で使いやすぃ光送受信技術に

重点化した研究を進める。  具体的には、  ビー ム 制

御方式 、変調方式 、通信プロ ト コルの条件を明ら

か に す る と と も に 、 マ イ ク ロ デ バ イ ス を 使 用 し た

小型化の可能性にっいて検討を行 う 。

2-4 .  マイク口デバイスの研究開発
光無線 リ ン クにおける小型光送受信モジュー ル

の実現には、  信号伝送媒体の光ビー ムの受光と発

光の方向を通信相手の方に向ける  ビー ム制御機能

が重要である。

本 サ ブ テーマでは 、  光 ビー ム制御等の機能を有

す る 光 無 線 リ ン ク の キー デ バ イ ス  “ マ イ ク ロ デ バ

イ ス ”  を 開 発 す る た め 、  M E M S  ( M i c r o  E l e c t r o

Mechan i c a l Sy s t em )  と呼ばれている微小機械技術

を活用したデバイスの材料、設計技術、作製技術、

ならびに評価技術の課題にっいて研究を行 う 。 デ

バ イ ス と し て 、 発 光 、 受 光 、 お よ び マ イ ク ロ ミ ラー

デバイスを研究の対象とし 、 G a A s 系をベー ス と す

る化合物半導体を基本的な材料系として選定する。

発光および受光デバイ スにっい て は 、  ア レ イ 化

や集積化が容易な面発光レーザ (vcsE L ) 、  発光ダ
イオ ー ド ( LED )  ぉ ょ び 光デ テ ク 夕  ( PD )  を試作

す る 。 マ イ ク ロ ミ ラ ー デノ、1 イ ス な どの微小光学デ

バ イ ス で は 、  光を効率良く反射 ・ 制御する構造を

考案する 。発光デバ イ スお よび受光デバ イ ス と マ

イ ク ロ ミ ラ ーデ バ イ ス を 集 積 化 す る こ と に よ り 、

光ビー ム出射方向と受光感度の指向性制御機能を

実現す る 。 図 5 に 、  イ メ ー ジ図を示す。  こ れ ら の

デバ イ ス 作 製 と 集 積化 に あ た っ て は 、  当所独自の

横 型 接 合 作 製 技 術 と マ イ ク ロ オ リ ガ ミ  ( M E Ms技
術の一種)  を活用する。  前者と後者の技術はそれ

それ、  簡単な構造の高性能光電子デバイスが作製

で き る可能性 と 、 複雑な構造の 3 次元微細構造が

作 製 で き る 特 長 を 有 し て い る 。  両技術を活用し 、

従来にない高性能光ビー ム制御デバイ スの実現を

目指す。 さ ら に 、 光 ビー ムの動的制御や回折光学

系に よ る 高機能 ・ 高性能化を追求するため 、熱や

静電力などに よ る l11区動機構 とサブ ミ ク ロ ン レベル

の微細化も検討する。

ま た 、 光無線 リ ン ク に利用す る光の波長は 、  目

に安全な ァ イ セー フ条件を満たすため 、  上記のデ

バイス開発と並行して、 G a A s系で 1 µ m以上の長

波長発光が可能な自己形成量子ドッ ト と G a I n N A s

の研究を進め、 1 .3µ m ̃ 1 . 6 µ mを目標にVC S E L、

L EDおよびPDの長波長化を目指す。

さ ら に 、 将 来の課題 と し て 、  シ リ コ ン vLsI 技 術
と の 融 合 を 狙 い と し た S i G e 系 マ イ ク ロ オ リ ガ ミ 技

術 に よ る 微 小 素 子 作 製 と 、 マ イ ク 口 オ リ ガ ミ の 高

周波デバイス応用を検討する。

3 .  お わ り に

当研究所は、  ATR環境適応通信研究所の成果を

継承する形で設立された。  これまでの人的 、  技術

的蓄積 を最大限活用 し て い く と と も に 、 共 同研究

等も含め効率的に研究を進め、  特徴あ る成果に結

び付けたい。

国 安価な小型、低消費電力マルチビームテ'バイス
国 3次元微小素子の自動組立てと集積化(マイクロオリガミ)
題 GaAs系材料による長波長化(アイセーフ対応)

図 5  マイクロテバイス
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人間情報コ ミ ュニケーショ  ンの研究
̃ 人間性豊かなコミュニケーションの実現に向けて̃

人間情報科学研究所では人間性豊かなコ  ミ ュニケー ショ  ンの実現に向けた入間

情報コ ミ ュ ニ ケ ー ションの研究を進めてぃます。「人間を理解する」 立場から コ
ミュニケーションの本質の究明に向けた基礎的な研究を展開し、  「システムとし

て実現する 」 なかから人間情報コ ミ ュニケー シ ョンの新たな可能性を拓く先端
技術の創出を目指しています。

1 .  はじめに

I T ( 情 報技術 )  革 命 の こ と ば に 象 徴 さ れ る よ う

に 、  コ ン ピ ュ 一 夕 の 普 及 と そ れ ら を 結 ぶ ネ ッ ト ヮ

ー ク化の進展は情報通信環境に劇的な変化をもた

ら し て き ま し た 。  こ れ ま での 「時間 ・ 距離の短縮」
型の通信から  「多様な時間 ・ 空間の創出」 型の通
信へ、必要時に相手とっながる  「 メ ッ セー ジ空間」
から常時接続型の 「生存空間 ・ 社会空間 ・ 産業空
間」 へ と パ ラ ダ イ ム を シ フ ト さ せ っ つ あ り ま す 。

ネ ッ ト ヮ ー ク 上 で の コ ミ ュ ニ テ ィ ー や サ イ バ 一社

会の出現を も可能 と し っつあ り ます 。  さ ら に は 、

携帯端末などの通信技術の普及 と多様化 、ぺ ッ ト

型 ・ 人 間 型 ロ ボ ッ ト の 出 現 と そ れ らへの社会的関

心 の 高 ま り は 、  人間 と コ ン ピ ュ 一 夕 が j l 、1存 ・ j 1'栄

す る  「新しぃ情報文化」 の西'表成を も た らす もの と
期待されています。

この よ う な情報通信環境の変化 ・ 発 展 に と も な

い、  人間にとって容易かっ自 然 な 機 械 と の イ ン 夕

フ ェ ー スがその重要性を増しっつあります。  こ れ

ま で も人間中心の イ ン夕 フ ェ ー ス技術の実現に向

けた研究開発が種々行われてき ま したが 、十分に

人間に優しぃ ” 技術 と し て実現 され るには至つて

いません。  こ の よ う な間題の根本的解決のために

は、 人間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン機能の理解に基づ

く基礎的な研究開発が今こそ必要不可欠なのです。

ま た 、 生 物 と し て の・人間は こ の よ う な 急 激 な I T

化に合わせて適応進化す る こ と はで き ません 。人

間性を豊かにする新たな道具 と し て人間が使い こ

なせ る情報通信環境 と は ど の よ う な も の な ので し

ょ う か ?  それに応え るためには 、  人間進化の革

命となった言語や道具を発明し 、  それ ら を活用す

る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力を発達 させた脳の情報

処理に学ぶこ とが不可欠です。  と り ゎ け 脳 だ け で

は な く 、  人間の身体的能力と学習 ・ 適応する能力

の理解を目指した基礎研究が極めて重要とな り ま

す。

一方 、 I T や ネ ッ ト ヮ ー ク化を通して人間と人間、

人間と情報 との出会いの機会は拡が り っつあるの

に 反 し 、  人々は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 豊 か さ を 実
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感できず、  むしろ正東外感や孤立感を深め、 コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン不全が散見 され るの も事実です 。人

間 は な ぜ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 欲 し 、  コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン に 何 を 求 め る の か ?  そ の よ う な 根元的

な問いかけに応えるためには 、  “ コ ミ ュ ニ ケー シ ョ

ンは人間の本能である ”  と の立場に立つ こ と 、  そ

して人文社会科学的な見方も含めて情報やコ ミ ュ

ニケー シ ョ ンの本質を探究する情報学的な視点か

ら 、  人間 と人間 、  人間 と情報 、  人 間 と シ ス テ ム と

の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 提 え 直 す こ と も 重 要 と 考

えます。

こ こ で は 、 上記の よ う な 間題意識に基づ き 、  「人
間を理解する 」 立 場 か ら 、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

本質の究明に向けた基礎的な研究開発と  し て 取 り

組 ん で い る 、  人間情報コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の研究

にっいて紹介します。

2. 「人間を理解する」 立場か ら コ ミ ュ ニ ケー ショ
ンに追る

人間情報コ ミ ュ ニケー シ ョンの研究では、 「人間
を理解する 」 立 場 か ら コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の本質

の究明に向けた基礎的な研究を展開し、  「システム

と し て実現する」 な か か ら 人間情報 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ンの新たな可能性を拓 く先端技術の創出を目

指しています。

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンには情報処理が必然的に と

も な う 一 方 、 情 報 発信 と ぃ う 別 の 側 面 が あ り 、 両

側面か ら 研究 を 展開す る こ と が 肝要 と 考 え ま す 。

そのため 、情報処理の側面 と し て 、 ①人間の コ ミ

ュニケー シ ョ ン 機 能 の う ち 最 も 基 本 と な る 情 報 入

出力系として音声言語と視覚認知に着目する人間

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン機構の研究、②計算論的神経

科学のアプローチか ら情報の入力から出力までの

情報処理を一買 して扱 う コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 計

算神経機構の研究、 および情報発信の側面として 、

③情報学的な立場から人々の自発的な情報生成を

誘 発 す る 仕 掛 け づ く り を 狙 つ た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン創発機構の研究を行います。  具体的には 、  上記

に掲げた 3つの課題のひ とっで あ る 人 間 コ ミ ュ=
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ケー シ ョ ン機構の研究を音声言語と視覚認知とに

分 け て 行 う こ と と し 、 ① 音 声 言 語 コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン 機 構 、 ② 視 覚 認 知 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 機 構 、

③ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 計算神経機構 、 ④ コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 創 発機構の 4 つ の サ ブ テーマを設定し

て研究を進めています。

3 . 音声言語コ ミ ュ ニケー ション機構
人間の音声には、  叙述的思考や情報交換の道具、

あるいは情緒的意識や身体的情報の媒体と  しての

機能があ り 、  こ れ ら が一体 と な っ て日常の生活 と

人間社会の形成に大 きな役割を果た し てい ます 。

この背景には、  人間の体に備わった音声言語を生

成し知覚する機能 と 、  こ れ らの機能を統合 して言

語体系を学習す る能力があ り 、 人間の コ ミ ュ ニ ケ

ー ションの基礎を支えています。

本 サ ブ テーマでは 、  音声言語を用いた人間性豊

か な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン実現のための基盤技術の

確立を目的と して 、  人間の音声言語能力を模擬し、

青声言語の学習を介助するシステムの研究を行い

ます。 音声言語は人間の体の仕組を利用した通信
方式であ り 、  音声言語を使用する能力や音声の物

理的性質は、  体の形態 と 機能に大 き く 依存 し て い

ます。 また 、  音声言語の能力は生後の言語環境に

依存して発達し ますが 、  成長過程において も変化

す る た め に 、  学習環境に も依存す る性質 を も っ て

います。  こ れ ら の人間の も っ音声言語能力を機械

に よ り 代 行 さ せ よ う と す る 場 合 、  あ る い は 人 間 が

第二言語に適用 し ょ う と す る場合 、人間の機能 ・

行動にっいての根本的な理解を意 る な ら ば 、  青 声

合成の不自然性や音声認識の不確実性などの問題

を 生 じ る こ と に な り ま す 。 そ し て 、 長 年 の 語 学 教

育に も関わ らず第二言語の使用に困難を もた らす

と ぃ う 結 果 を 生 じ る こ と に な り ま す 。

そ こ で 、  音声言語の生成面にっい て 、  計測が困

難 で あ る と い う 理 由 で 未解決 の ま ま に な っ て い た

形態  ・ 運動などの人間の生物機構を解明する研究

と 、  その機構を忠実に模 i要11lす る シ ス テ ム を 構築す

る研究を進めています 。  ま た 、  音声言語の学習に

つい て 、  訓練シ ス テ ム の作成が困難で あ る た めに

こ れ ま で に 一l 一分に研究されてこなかった第二言語

を獲得する過程を主な対象 と し て 、  生成と知覚の

機能変化と異なる機能間の相互の関連、  効率的な

学習プロセス等を研究します。  これ らの生物機構

と 学 習 機 構 の 研究成果 を 統 合す る こ と に よ り 、 一

つのシステムのなかで音声合成と音声認識を同時

に学習する自律型音声言語処理を可能とする基盤

技術を提案していきます。

発器動作

声道変形

図 1  音声言語生物機構の研究

図 2  音声言語学習機構の研究

4 . 視覚認知コ ミュニケー ション機構

人 間 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン は 、  人間を対象とす

る ば か り で な く 人 間 を と り ま く 環 境 も 対 象 と し ま

す 。実世界の環境は 、静的ではな く 、 環境要素の

物理的な変化や 、環境に身を置 く人間の コ ミ ュ ニ

ケー シ ョン行為自体によっても動的に変化します。

すなわち 、  人間と環境との相互作用そのものが動

的な振 る 舞い を産み出 し 続 け る  “ 場 ”  を形成する

と 考 え る こ と がで き ます 。

こ の よ う な “ 場 ” に お け る 動 的 な 振 る 舞 い を 真

に解明で きれば 、  人間の意恩 ・ 感 情 を 認識で き る

意思伝達システム 、  高度な視覚技能の訓練開発シ

ス テ ム な ど 、 理 想 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン シ ス テ

ムの構築が可能にな り ます 。  し か し 、 そ の よ う な

場 ' ' に お け る 人間の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン機能は未

だ十分には解明されてはいません 。  例えば 、  環境

の動的変化が人間の視覚認知に与える影響、  複数

の モ ダ リ テ ィ  ( 視 覚 、 確 覚 な ど ) 情 報 を ,等区使して

環境を認識する認知機構や各モダ リ テ ィ間の相互

作用も明 らかではあ り ません 。  さ ら に 、  人間型ロ

ボ ッ ト や イ ン 夕 フ ェ ー スェー ジ ェ ン ト な ど 人 間 の

表情や動きを模擬する人工システムが人間 との コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 介 在 す る 場 合 、 円 滑 な コ ミ ュ
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環境へのはたらきかけ,制御

f'- -一 、 〇
出力 マルテモーダルな

図 3  視角認知コ ミ ュ ニケーション機構の研究

ニ ケー シ ョ ンを達成するための違和感の解消や自

然性の確保などの課題を解決してい く必要があ り

ます。

本サブ テーマでは 、  こ の よ う な 課題の解決に向

けて 、  動的環境下における視覚を中心と した人間

のマルチモー ダルな知覚機構の解明を目指します。

同時に、 3次元動環境を認識し、顔 ・ 頭部の発話ア

ニ メ ー シ ョ ン と し て 表 出 す る イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ な

シ ステ ムの構築を行い 、  次世代の コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョンシステムのための基盤技術を創出します。

5. コ ミ ュニケー シ iil ン計算神経機構

人間の知性の源には 、非言語的な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 能 力 が あ る と 考 え ら れ ま す 。 本 サ ブ テーマ

で は 、 そ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力の本質 、すな

わ ち人間が外界あ る いは他者 と 関わ り を も っ際の

月111神経系の機能、 特に情報処理の仕組みを明らか

にすることを研究開発の主眼とします。

近年人間の知性と心の問題に真正面から取り組

む気連が盛 り上が り っっあ り ますが 、今なおそれ

は大変因英1l1な 課題です 。 最大のチ ャ レ ン ジ は 、 人
間に対しては電気生理学的手法や解割学的手法な

ど が利用で き ないなかで 、  いかにして心 と物質を

業 ぐ か と ぃ う 点 に あ り ま す 。 進 歩 し た と は 言 え 、

非侵襲脳活動計測の手法は、  上記手法とは比べよ

う も な い ほ ど 、 得 ら れ る 情 報 が 限 ら れ て い ま す 。

そこで私たちは、「月111を創 る こ と に よ って月111を知る」
また  「月lf を創れる程度に月1111を知 る」 と 言 う 計 算 論
的神経科学の立場か ら 、  脳活動非侵襲計測、  心

理 ・ 行動実験、生理実験のモデル化、  ロ ボ ッ ト 工

学的手法等のさまさ 'まな手法を組み合わせる多角

的な方法論を用いて 、  月l111の入力から出力までの情

報処理の仕組みを解明することを目指しています。

具体的には、  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 基 本 と も 言

える運動 、  学習、  注意等の月l111機能にっいて計算モ

デルを検討 し 、 心理 ・ 行動実験に基づ く シ ミ ュ レ

一 シ ョ ン 、 IJ1111磁場計測計 ( M EG ) 、  f M R I に よ る 脳

活動非侵襲計測を通じ、  それらモデルの再構築を

行います 。  こ れ ら の 一連の取 り 組み を繰返す こ と

によりモデルの精種文化を図ります。  さ ら に 、 サ イ

バー ヒ ュ ーマン  (人間型仮想エー ジ ェ ン ト か ら ヒ

ュ ーマ ノ イ ド ロ ボ ッ ト ま で ) へ の 実 装 を 通 じ て 計

算理論の実証を行います。

l=ト非侵襲計測・心理実験 サル電気生理実験

新しい

l 脳活動計1則
,技術の開発

-l

l計算理論と

神経回路
モデル

図 4  コミュニケー ションの神経科学研究の全体構想

アfMRlとMEGを組み合わせた ?
コミュニケーシ登ン重置内機構 解 選 一 。
の研究 1・? 一富

富富 富

聽鷲糖計算論的 富富
小購 多重1展選対モテル(モザイク:md,1e Seleclio 1
1 A1 l (l l(1en11f1-c 1 llo11、onlo11の階解強化学習

ウ .  サイバーヒューマンを
テストベッドとした脳研究

図 5  コ ミュ ー ケー ション計算神経機構の研究

6.  コ ミ ュニケーション創発機構
人 間 は 、 社 会 的 動 物 と 言 わ れ る よ う に 、 他 と の

関 わ り を 求 め 、  その関わ りに意味を見出す存在と

考 え る こ と が で き ま す 。 本 サ ブ テーマでは 、  コ ミ

ュニケー シ ョ ン を “ 他 と の 関 係 性 の あ り 方 ” と 提

え 、  システム との相互作用を通じて人々が多様な

関係性を見い出す こ と の で き る シ ス テ ム構成技術

の創出を目指しています。

こ こ で 、  関係性 とは 、  対象とする要素同士が時

空間的、  構造的あるいは意味的に結びっけられる

こ と を 意 味 し 、 創 発 と は 、 要 素 同 士 の ミ ク ロ レ ベ

ルの相互作用からマクロな構造や状態が生成 ・ 出

現 し 、  さ ら に は 変 化 ・ 発達するプ ロセ ス と定義 し

ます 。 従つて 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン  ( 関 係 性 ) 創

発機構 と は 、 人 間一 シ ス テ ム 間 で や り 取 り さ れ る
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情報同士が自動的に結びっいて構造化され 、  その

構造化された情報に人間およびシステム各々が意

味付けを行い 、  そ の よ う な プ ロ セ ス を 繰 り 返 し な

が ら 構 造 化 さ れ た 情 報 と そ の 意 味 付 け 自 体 を 変

化 ・ 発達 さ せ る 仕掛けの こ と で す 。 言 わば 、 情報

が 情 報 を 呼 ぶ よ う に 情 報 が 集 合 ・ 離 散 し な が ら 、

人間 あ る い は シ ス テ ム に と っ て 意 味 が あ る  “ か た

ち ” に 情 報 が 自 動 編 集 さ れ る 様 子 に 警 え る こ と が

できます。

その よ う な機構を用いて 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

とい う行為の基にある人間の本能的な欲求や習性

に働 き か け る こ と を 考 え ま す 。  人間は自分自身を

知 り  (自己希求欲)、  自己を表現し (自己表現欲)、

自らの存在の意味を確かめ  (存在表現欲)、  自 ら の

存在 を集団の な か で位置付け た い  ( 関係性欲求、

社 会 帰 属 ・ 参加欲)  と い う 思 い を も ち ま す 。 そ の

よ うな人間の本能的な欲求を喚起し 、  そのための

情報表現を簡便に支援する技術を創 り出す こ と に

よ り 、 人々の自発的な情報発信を ご く 自然に促す

こ とを考えます。

本 サ ブ テーマでは、  ①関係性創発の基本的な方

法論と しての進化システム機構 、  それを核技術 と

して②他との関係性のなかで生ずる価値観 ・ 評価

機構をシステム内に育む人工情動機構、  ①②の社

会 学 的 な 研 究 展 開 と し て 、  ③ 社 会 の 中 で の 人 間

個々を相互作用する要素として関係性創発機構を

適 用 す る 社 会 ダ イ ナ ミ ク ス 、  また 、近未来におけ

る 情報通信環境に と っ て無視す る こ と の で き な ぃ

研究展開 と し て 、④生体内の化学反応を タ ンパ ク

質 や 酵 素 を 要 素 と す る ネ ッ ト ヮ ー クの創発機構と

提え る遺伝子ネ ッ ト ヮー クの研究を行います。

時空商的

粒度_

7 .  お わ り に

人間の日常活動 、個人的 ・社会的な行動や行為

も コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン無しには成立しません 。あ

る意味で人間は外界とのコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 無 し

には生存できません。  したがって 、  コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ンの研究は 、  情報通信分野の技術開発に留ま

ら ず 、 人間の存在 、 生活 、 人間 と 自然 と の関わ り

など極めて広範囲にわたる発展性と応用性を有し

て い ま す 。 そ の よ う な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 本質

を理解するため、  人間情報科学研究所では、  「人間
を理解する 」 立 場 か ら コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 関 わ

る多様な研究を展開し 、人間情報コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ンの新たな可能性を拓 く先端技術の創出を目指

します。人間のコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの理解に基づ

く技術は、  現代および将来にわたって人間性豊か

な生活をもたらす重要な手段になると確信します。
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新たな感動や体験を生み出すメディアの創出をめざして

メ フー ィア情報科学研究所は、  昨年1 0月に発足して以来、  新たな感動や体験を生

み出す メデ ィ ア環境 と そのための革新的原理 と概念を創出す る こ と を 目的に研

究を開始してぃる 。  こ こ で は 、 研 究 の 意義 、  目標、具体的な研究課題などにつ

いての概要を紹介する。

1 . 背 景

イ ン タ ー ネ ッ ト が 普及 し 、 大量の情報や知識が

地球規模で入手 ・ 共有 ・ 発 信 で き る よ う に な っ て

い る 。  また 、  政府の e-J a p a n重点計画 ' ' 'に 代 表 さ れ
る よ う に 、 超 高 速 ネ ッ ト ヮ ー ク に よ る 情 報 基盤 も

整 備 さ れっつあ る 。 いつで も 、  ど こ で も 、  だ れ も

が必要な情報をや り 取 り で き る ユ ビ キ タ ス な情報

流通時代が目前に追つている。

一方 、 電子 メ ー ル、 イ ン 夕 一 ネ ッ ト の 普 及 に よ

っ て 、 政 治 ・ 経 済 ・ 文化のグロ ーバル化が加速し

たものの、  同時に、異文化間で対立の先鋭化、  デ

ジ タ ル ・ デ バ イ ド 、 大 衆 の 分 衆 化 、 世 代 間 断 組 の

拡大な ど新たな問題 も起 き てい る 。 ユ ビ キ夕 ス な

情報流通を実現す る には 、  グ ロ ーバ ル 化 だ け で な

く 、異文化、異分野の多様性を認めあ う視点が必

要 に な る 。 そ の た め に は 、 世 代 、 地 域 、 職 業 、 文

化 、 社 会 を 越 え た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 実現す る

ための革新的なメデイア技術が必要になる 。

メ デ ィ ア 利 用 形 態 の 時 代 変 遷 を 見 る と メ デ ィ ア

研究の方向性が見えてくる  ( 図 1 ) 。  まず、  コ ミ ュ

ニ テ ィ の 拡 が り と い う 観 点 か ら み る と 、  テ キ ス ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拡
が
り

メデ ィア情報科学研究所

所長 萩田 紀t専

や音、  映像を通じて 、  専門家から大衆へ発信する

マス ・ メ デ ィ ア の 時 代 が 起 き 、 携 帯 電話や メ ー ル

などの個人が相互に発信するパー ソ ナ ル ・ メ デ ィ

アの時代へ発展した。 1 9 9 0年代にはグルー プ ウェ

ア や we b な ど に よ っ て 、 個 人 が コ ミ ュ ニ テ ィへ発
信 す る コ ミ ュ ニ テ イ ・ メ デ イ ア の 時 代 に 移 つ た 。

そ し て その先に 、  メ デ イ ア の 境 界 を 無 く し 利 用 形

態の融合 を可能 と す る ダ イ バ シ テ ィ  (多様性に対

応で き る )  ・ メ デ ィ ア の 時 代 を 迎 え ょ う と し て い

る 。  また、  メ デ ィ ア の 次 元 と い う 観 点 か ら み て も 、

コンピュ一 夕 で 扱 え る メ デ イ ア が テ キ ス ト か ら 音 、

映 像 と 発 展 し 、  最近では人工現実感  ( V R ) 、  テ

レ ・ イ ク ジ ス 夕 ン ス 等 に代表 さ れ る 、 「場」 と ぃ う
空 問 も 含 め た も の に 発 展 し て き て い る 。  こ の よ う

に、  メ デ イ ア の歴史をみただけで も 、 体験や感動 、

意図 を相手に伝え 、 共有 し た い と い う 人間本来の

欲求を満たすために 、  メ デ イ ア 表 現 が 高 度 化 し て

き た こ と が よ く わ か る 。 す な わ ち 、  メ デ イ ア は 文

化形成の章引役で あ り 、 今 後 、 ハ イ パー テ キ ス ト

よ り も さ ら に 豊 か な メ デ イ アへ と 発 展 し て い く の
は自然な流れといえる 。

テキスト l 音 l 映 像  l 場の表現
メディアの次元

図 1  メディア利用形態の時代変遇
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現在のW e b はハ イパー テ キ ス  ト を ベー ス に し た

ド キ ュ メ ン ト の 集 ま り で あ る 。 今 の 教 科 書 の よ う

に文字や写真で表現した ド キ ュ メ ン ト 形式の知識

だ け を イ ン 夕 一 ネ ッ ト を 介 し て 、 相 手 に 一 方 向 的

に伝達して も こ ち らの感動や意図が相手になかな

か 伝 わ ら な い 。 すなわち 、異文化 、異分野を越え

た コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る に は イ ン 夕 一 ネ
ッ ト で 使 え る 現 状 の メ デ ィ ア で は 不 十 分 で あ る 。

異文化 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン にっいては 、言語の壁

を 越 え る 研 究 と し て 、  言語に関する機械翻訳があ

る 。  し か し な が ら 、  相手 と体験を共有す るには 、

言語の翻訳だけでは不十分であ  り 、 非言語情報の

「翻訳」 が必要になって く る 。情報を発信する側が
持 つ て い る メ デ イ ア と 相 手 の メ デ イ ア が 異 な る 場

合には、  メ デ イ ア 変換が必要で あ り 、  この処理を、

こ こでは広義の意味で 「細訳」 と 呼ぶ。非言語情
報 特 有 の メ デ イ ア 変 換 を 伴 う  「翻 訳」 を こ こ で は 、
図 1 に 示 す よ う に 「 メ デ ィ ア 細 訳」 と 呼 ぶ。 コン
ピュ一 夕による言語翻訳の研究では 、翻訳性能を

上げるために音声言語コーパ ス が 有 効 で あ る こ と

が 知 ら れ て い る 。  非言語情報 の メ デ イ ア 翻 訳 に お

い て も 、  コ ーパス構築の研究が必要になるが 、言

語 翻 訳 に 比 べ て デ ー タ の 種 類 と 量 が 増 え る た め 、

量 、 質 と も に ブ レー ク ス ルー と な る研究課題に挑

む こ と に な る 。

こ の よ う な 背 景 を 路 ま え て 、 次 な る メ デ ィ ア 研

究の挑戦 と し て 、 非言語情報を中心 と し て 、  人の

体験、  創 造 活 動 に 関 す る 情 報 を 相 互 共 有 で き る

「体験を共有するW e b ( 体 験W e b と 呼ぶ ) 」 の構想
を考える。

2.  研究の意義と目標

国語辞書によれば、  「体 験」 と は 、  ( 1 ) 実 際 に自
分で経験す る こ と 。  ま た 、 そ の 経 験 、  ( 2 ) 個 々 人

の う ち で直接に感得 され る経験 。  知性的な一般化

を 経 て い な い 点 で 経験 よ り も 人 格 的 ・ 個性的な意

味 を も っ、 と あ る '''。人の体験自体、体験の思考、
感情 、 感 動 な ど の 人格的 、 個 人的 な 事象 で あ り 、

自分の体験をそのま ま他人に伝え る こ と は不可能

で あ る 。  し か し な が ら 、  ある人の体験をその人の

動作、  身体情報 、 心 拍 な ど を 観 測す る こ と に よ っ

て 、 他 人 に現実的 ・ 仮 想的に再現 ま た は共有す る

こ とは可能である 。

その場合に 、 電話や電子 メ ー ルのや り 取 り の よ

う な 気 軽 な 双方向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 基 本 に し

て 、 経 験 や 体 験 の よ う な 具 体 例 を 伝 え る こ と を 考

え る 。相手が感じた体験を電子 メ ー ル の よ う な 感

覚 で あ る 人 に フ イ ー ド バ ッ ク す る こ と で 両 者 に 新

た な体験が生 まれ る 可能性 も で て く る 。  ま た 、 体

験共有は教科書レベルの知識の伝達を越えて、  「わ

さ」 ゃ 「目利き力」 の伝承 ・ 習 得 ・ 創 出 な ど 、  コ
ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 通 じ て 、 深 い レ ベル で協調的

に創造性を高めるこ とにも貢献する可能性がある 。

こ の 双 方向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 実 現 す る 場 合 、

同 期 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン で は 、  た く さ ん の 相 手 と

共感することが難しぃ 。

そ こ で 、 本 研 究 で は 、 W e b に 代 表 さ れ る よ う な

蓄積型の非同期コ ミ ュニケ ー シ ョ ン に焦点を当て

る 。 す な わ ち 、 W e b を 基 に し て 、  人 と 人 、 人 と メ

デ イ ア 、  メ デ イ ア 間 で の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通

し て 、 体験 を伝 え 、 共感で き る  「イ ン 夕 ラ ク シ ョ
ン ・ メ デ ィ ア」 を研究する。体験we b ができれば、
子供の時代から、  多くの専門家が有する特殊な技

能 を 体 験 で き る よ う に な る 。  ま た 、 新 たな技能を

習得 し た い人が今 ま で の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 手 段

では実現不可能だった、  多くの専門家の技法を体

験で き る 手段 を提供で き る と い う 意 義 が あ る 。 現

在のハ イ パー テ キ ス ト の ド キ ュ メ ン ト に 比 べ て 、

体験的に学習できる we b 環境を通して、  今までに
な い 、 新 し ぃ 発 想 ・ 創造力 ・ 知性の高い人材を育

成できれば、 2 1世紀型の知の流通革命が起きるか

も しれない。

具体的に、  体験we b を 通 じ て 、  体験を共有して
新たな体験を創造する実現イ メ ー ジを図 2に示す。

図 2 で は 、 一 家 団 藥 の ひ と 時 に 、 体 験we b を 通 じ
て少年が学校で体験した授業内容を受け取り 、少

年の体験デ一夕を家族 と共有 して 、家族皆で新た

な体験を創出する 。  ロ ボ ッ  ト や人形などが理解を

深め 、 新 た な発想や創造性 を高め る た めに イ ン夕

ラ ク テ ィ ブ な 演 出 を 行 う 。  また、少年の父が恐竜

の月1L触 りを擬似的に体験する こ と も可能になる 。

本研究は、  こ の よ う な 体 験 共 有 コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン を 実 現す る た め に 、  まずその要素技術を確立

す る こ と を 目 標 に し て 、  図 2 に 示 す よ う な 体 験

we b プ ロ ト タ イ プ を 構 築 す る こ と を め さ、す。

図 2  体験共有コミュニケー シ ョ ン と は
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新研究所紹介

3.  イ ン タ ラ ク シ ョ ン - メデ ィアの要求条件
体験we bの実現にっな が る イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・
メ デ イ ア を 研 究 す る に あ た っ て 、  ダ イ バ シ テ ィ ・

メ デ イ ア の 要 求 条 件 と し て 、 次 に 示 す 、 機 能 性 、

操 作性 、 発 展性 、 社 会性 を 備 え た メ デ イ ア の 実現

をめざす。

( 1 ) 機能性の追究

体 験 を 伝 え る イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア の 基

本的 な機能 と し て 、  体験や感動、  感情を観測し 、

相手と体験を共有できる必要がある。 個人が体験
デ一 夕 を発信で き る た め には 、 体験 を観測 し て認
識 ・ 理解する機能が必要になる 。その手がか り と

な る の は 、 パ タ ー ン認識 ・ 理 解 技 術 と マ ル チ メ デ

イア内容検索技術がある。  また、体験の再現には、

同 期 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を 基 本 と す る テ レ ・ イ グ

ジ ス タ ン ス 技 術 、  場表現を含む人工現実感技術な

ど が ヒ ン ト に な る 。 そ こ で 、  こ れ ら 技 術 を ベー ス

に し て 、 体験に関す る五感 ・ 生体 ・ 身体情報の観

測 、 認 識 ・ 理 解 、 再 現 を 可 能 に す る イ ン 夕 ラ ク シ

ョ ン ・ メ デ ィ ア  (「五 感 メ デ イ ア」 と よ ぶ )  の研究
を行う 。

( 2 ) 操作性の追究

総務省の通信利用動向調査 '3 'によれば 、  イ ン タ ー
ネ ッ ト を 利 用 し な い 人 は 「気軽に教 え て く れ る 人
が い れ ば」 ( 4 1 . 4 % ) 、  「気軽に体験や系東習できる場

所 が あ れ ば」 ( 3 6 .6 % )  と ぃ う 要 望 が あ る 。 体 験
W e bの操作にっい て も 、  現在のパ ソ コン以上に操

作 が 複 雑 に な る 問 題 を 解 決 し な く て は な ら な い。

将 来 の メ デ イ ア が パ ソ コ ン に比べて ど う 変 わ る の

かは 、  ユビキ タ スな情報流通時代を迎えるにあっ

て 、  ヒ ューマン ・ イ ン 夕 フ ェ ー ス研究の最大の課

題であろ う 。

本研究では、 1 つの解決案として、  ロ ボ ッ ト 、 人

形 、 着 衣 、 家 具 な ど の 内 部 に 、  セ ン サーや ア ク チ

ユエ一夕をっけて 、 ユー ザ と コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

で き るュビキ夕ス ・ イ ン タ フ ェー ス (「協創パー ト
ナー」 と よ ぶ )  に着目する 。体験観測の複雑な機
械操作をで き る だけ協創パー ト ナーに 任 せ る こ と

に よ っ て 、 ユーザ に と っ て 操作性が良い と 感 じ る

イ ン 夕 フ ェ ー ス を 実 現す る こ と を 狙 う 。 具 体 的 な

イ メ ー ジ と し て 、 協 創 パー ト ナーがューザに話し

かけ 、 必要な体験デ一夕を観測 し て く れ る 。 的確

な操作 と高精度な観測を実現す る ために こ の イ ン

夕 ラ ク シ ョ ン の 演 出 法 が 最 も 重 要 な 技 術 と な る 。

さ ら に 操 作 性 を 向 上 さ せ る に は 、  ユーザの特性 、

習慣 、 反 応 に 応 じ て 的 確 な ア ド バ イ ス を い え る 適

応 的 な イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン 制 御 機 能 も 必 要 に な る 。

そ こ で 、 ユーザ と の 協 調 性 や ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し

て 協 調 的 に 体 験 デ 一 夕 を や り 取 り で き る イ ン タ ラ

ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア  ( 協 調 メ デ イ ア と 呼 ぶ )  の研
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究開発を行う。

( 3 )発展性の追究

体験W e bが発展するには、  優れた体験コンテン

ツ を 創 る こ と が 不 可 欠 で あ り 、 流 通 性 の よ い コン

テンツ記述形式を確立する必要がある。  ま た 、 優

れ た コ ン テ ン ツ を we b上の体験デー タ か ら見つけ
るには 、体験デ一夕を比較する評価尺度が必要に

な る 。 そ こ で 、  まず優れた体験コンテン ツ を収集

し、  体験に関する感性情報を分析して、  専門家の

知識 ・ 技法を表現できる感性 ・ 技能辞書を作成す

る 。  子供達などがこの辞書を用いて体験的に学習

する方法 、感動や技能が伝わ り ゃす く な る体験の

演出方法などを検討する。  こ う し て 、 相 手 に 感 動

や技能 が 伝 わ り ゃ す く な り 、 楽 し み な が ら 学 習 で

き る メ デ ィ ア を 提 供 で き る 。 そ こ で 、 感 性 ・ 技能

辞書を構成して 、  多 く の人に こ れ ら の辞書 を体験

的 に 学 習 で き る イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア  (「知
育 メ デ ィ ア」 と 呼ぶ ) の研究を行 う 。
( 4 ) 社会性の追究

体験W e bの技術が社会に普及するには、  老人や

障害者などを含む誰もが利用可能であ り 、 個人個

人の メデ イ ア感受性に適応した体験共有がで きな

け れ ば な ら な い。 また 、  プ ラ イ バ シ ーや著作権な

ど利用者の立場に立つた研究が必要である。

人間同 一1--の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ メ デ ィ ア を 用 い
た体験共有コ ミ ュニケー シ ョンの実証的な分析と 、

コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンを支える人間の認知過程の計

算モデル構築を通じて個人やグルー プの特性に適

応 し た 体 験 の 変 換 を 可 能 と す る イ ン 夕 ラ ク シ ョ

ン ・ メ デ ィ ア の理論的基盤 を確立す る 。  さ ら に 、

新 し ぃ メ デ イ ア が も た ら す 社 会 の 変 化 を 予 測 し 、

利用す る人間の観点に立つた メ デ イ ア技術の評価

技法 を確立す る 。 こ れ ら を 通 じ て 、  メ デ イ ア 技 術

の開発にフイ ー ド バ ッ ク を 行 う た め に 、  「体験共有
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 1 の研究開発を行う。

4. 研究概要と課題

体 験 W e b 上 で の イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア の

基本動作のイ メ ー ジ を 協 調 メ デ イ ア と 五 感 メ デ ィ

アを使つて説明する。

図 3 に 示 す よ う に 、  あ る ユーザ A の体験は協調

メ デ ィ ア に 組 み 込 ま れ た 五 感 メ デ ィ ア に よ っ て 観

測 さ れ る 。 協 創 パー ト ナーがュー ザ と の イ ン タ ラ
ク シ ョ ン に 応 じ て 五 感 メ デ ィ ア を 制 御 し 、 体 験 に

関す る 、 音 、 映 像 、 生 体 情報 、  身体情報などを観

測 す る 。 引 き 続 き 、 認 識 ・ 理 解 処 理 に よ っ て 、 言

語情報および非言語情報に関するコーパス  ( イ ン

タ ラ ク シ ョ ン ・ コーパ ス と 呼ぶ )  を作成す る 。 複

数の協創パー ト ナーに よ っ て観測す る場合は 、  そ

れらの観測結果を統合する。  ま た 、 体 験 デ 一 夕 に



図 3  イ ン タ ラ ク シ 3 ン ・  メ デ ィ ア の 構 成

欠落部分があるかを調べ、  必要に応じて再度観測

を 行 う 。  この観測処理はューザに負担をかけない
よ う に 、  で き る だ け 協 創 パー ト ナーの処理に任せ

る 。

次に 、  他のューザ Bが体験W e b 上でその体験デ
一夕を検索 し 、  ユーザ Aの体験を共有する場合を

説明す る 、  こ の場合 、 ユー ザ B とューザ A と の 間
で 、 観 測 で き る メ デ イ ア 、 生 体 ・ 身体情報、環境

が 異 な っ て も 、 で き る だ け 同 じ 感 動 を 共 有 す る に

は ど う す れ ば よ い か と ぃ う 問 題 が 生 じ る 。  こ こ で

は 、 ユーザ A とューザ B の イ ン タ ラ ク シ ョ ン ・ コ
ーパスの中に 、  こ れ ら の 違 い が識別で き る 属 性デ

ー タ を 作 成 す る こ と に よ っ て 、 ユーザ間の相互変

換が可能になる方法を探る 。  ユーザ B の 協 調 メ デ

イ ア がューザ A と ューザ B と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ
ン ・ コーパ ス を 比 較 し 、 ユーザ B の メ デ イ ア 環 境

で体験共有で き る デ一夕 を再現す る 。  こ こ で も 、

協 創 パー ト ナーが イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を 演 出 す る こ

と に よ っ て 、 ユーザ B は複雑な機械操作に煩わ さ

れるこ とな く体験を共有できる方法を検討する 。

も う 1 つ の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア で あ る 、

知 育 メ デ イ ア の 動 作 も 基 本 的 に は 協 調 メ デ ィ ア と

同 じ で あ る 。 唯 一 の 違 い は 、 個 人 の 体 験 と い う よ

りは、  芸術家や職人の創作過程における感性情報

や技巧などの体験デ一夕を計測し 、  イ ン タ ラ ク シ

ョ ン ・ コ ーパ ス と し て 、 感 性 ・ 技能辞書を作成す

る 点 に あ る 。  ま た 、 多 く のューザが 、  自 ら の協創
パー ト ナー と と も に 、  こ の 感 性 ・ 技能辞書から専

門家や芸術家の体験的知識を効率よ く学習する こ

と が可能になる 。

体験共有 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの研究では 、  こ れ

ら の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア を 用 い て 、  「体験
共 有 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンの個人認知モデル」、 「体
験 共 有 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 協 調 認 知 モ デ ル 1 、

「イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア の 評価手法」 の 3 つ
の研究を行う 。個人認知モデルでは、  イ ン 夕 ラ ク

シ ョ ン 演 出 や イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン ・ コ ーパ ス にっい

て個人特性を分析し、  その背後にある個人認知プ

ロセスの計算モデルを構築する。  また、  イ ン タ ラ

ク シ ョ ン ・ メ デ イ ア 研 究 の 最 も 重 要 な テーマの 1

つ で あ る 、 体 験 共 有 に 有 効 な イ ン タ ラ ク シ ョ ン 単

位 を明 ら か にす る 。  ま た 、  協調認知モデルでは 、

協 調 メ デ ィ ア 、 知 育 メ デ イ ア を 用 い て 、 社 会 的 イ

ン 夕 ラ ク シ ョ ン や グ ルー プ知にっいて社会心理学

的手法によって分析し、  体験we b 技術に関する要
求仕様の定式化等を行う。

5.  お わ り に

メ デ イ ア 情 報 科 学 研 究 所 で 進 め て い る イ ン 夕 ラ

ク シ ョ ン ・ メ デ ィ アの研究計画の概要 と課題を紹

介 し た 。 は じ めに 、  人の感動や共感を伝達するこ

と を可能にする 、  体験を共有する web  (体験web
と呼ぶ ) 」 の構想 を述べ た 。 次 に 、 協 調 メ デ ィ ア 、

知 育 メ デ イ ア 、  五 感 メ デ イ ア の イ ン 夕 ラ ク シ ョ

ン ・ メ デ ィ ア の 研 究 テーマ お よ び こ れ ら を 用 い た

体験共有 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 研究 テーマ と そ れ

らの課題を述べた。  こ れ ら テーマ にっいては、  こ

れ ま で A T R が 蓄積 し て き た 多 く の メ デ イ ア 処理技

術 が 利 用 で き る 。  こ れ ら 技 術 を う ま く 利 用 し て 、

体 験we b に関する革新的原理と概念を創出を加速
していきたい 。
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昨年 1 0 月 よ り 、  新しぃ制度の下、  開発室も開発セン夕に名称を改め再ス夕一 ト ぃたしました 。  こ れ ま で

以上にA T Rの研究成果を各企業の皆様のビジネスにご利用いただきたいと考えております。  皆様と A T R の

橋渡し役 と し て 、  また開発パー ト ナー と し て 、  よ り積極的な活動を展開していきます。現在の主な業務と

し て は 、 ① 研 究 素材 ( 研 究 ソ フ ト ウェア 、 音 声 デー タ ベー ス )  の販売業務、②研究成果を技術要素とした
受託開発、 技術コンサル夕ン ト業務 、③基礎研究成果を製品開発利用可能とするためのインキュべーシ ョ

ン業務、 等を実施しています。

今後、各企業様とのパー ト ナー シップを強める、新しぃ活動を随時実施しいていく予定です。  このため、

今回よ り開発セン タの活動を本誌面によ り 、 定期的にご紹介させていただ く こ と と いた し ま し た 。

今回は 、 その 1 回目 と し て 、 成果ご利用の イ メ ーン 、開発セン タの体制 、最近の活動事例をご紹介いた し

ます。

開発センタ長

A T R研究成果による実用化製品

製品化

パー トナ一企業様

A T R

研究成果のご活用に向けて

事業企画担当

センタ総括

新規事業の企画
研究機関への研究用ソフトウェア、音声デー タベー スの販売

広報・営業担当

・ ATR成果の営業と広報に関る業務

技術開発・支援担当

音声関連事業に関する開発等受託業務
インキュべーション開発業務
外部機関等のネットワー ク環境支援業務の受託業務

開発センタ組織図
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活動事例

( 1 ) 研 究 素材 ( 音 声デー タベー ス 、 研 究 用 ソ フ ト ウ ェ ア ) の 販 売

ATRの各研究所が開発 ・ 作成した大学や企業向けの研究素材を、  5 0以上の大学や企業の研究所様等に向

けて販売を行なっており 、  昭和62年の販売開始以降の売上額累積は、 音 声 デー タベー スでは 3 .7 億円 、  研究

用 ソ フ ト ゥ ェ ア で は 1 .6 億円に上 り ます 。音声デー タベー スでは 、次の 5品目がございます。

デ イ  ジ夕ル音声デー タベー ス

多数の話者による単語や文章の発話を収録したデータベー スです。

対話デー タベー ス

日本語と英語の対応する会話を収録した日英バイ リ ンガルのテキス トに よ るデー タベー スです。

多数話者音声デー タ ベー ス

日本各地の約4千名の話者による模擬会話デ一夕が収録されています。

自然発話音声データベー ス

自然発話による旅行の模擬会話デ一夕が収録されています。

自然発話音声 ・ 言 語 デー タベー ス

通訳者を介した日英バイリンガルの音声を含むデ一夕が収録されています。

研究用 ソ フ  ト ゥ ェ ア に つ き ま し て は 、  開発セン夕のホー ム ぺー ジ (http://www.red.atr.co.jp/) を ご 覧 下 さ い。

(2) 研究成果を技術要素とした受託開発業務、  技術コンサル夕ン  ト業務

複数の企業様等から、  A T R技術を用いたシステムの受託開発を行なっています。  また、  技術コンサル夕

ントの一環として各種イベント等への出展に協力しています。主な出展は次のとおりです。

イ ベ ン ト 名  (開催期間) 内 容

山口 き ら ら 博 : NTT山口支店「 マジカルフェイススタジオ」
(H13/7/14̃H13/9/30)

顔画像合成技術FUT〇N

おかさき世界子ども美術博物館「ふ れ て  ! のぞいて  1 ヮ ク ワ ク 体 験 ミ ラ ク ル
ワールド万華鏡展」 (H12/10/7 - H12/11/26) イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡
岡山快適ゆめテ ク ノ フ ェ ア 2 0 0 0  (H12/8/25 - H12/8/27) イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡
札幌市青少年科学館「錯 覚 ? 視 覚 ! お も し ろ ラ ン ド」 (H12/7/24̃H12/8/17) イ ン 夕 ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡

(3)  ィ ンキ ュべー シ ョ ン 開 発

平成1 1年度よ り青声合成技術CH A T Rを用いた音声コンテンツ提供サー ビスの開発を実施しました。音声

コ ンテン ツ提供サー ビスにおける最近の活動事例は次のとおりです。  また本年度より顔合成技術FUToN を
用いた イ ン キ ュべー シ ョ ン開発に取 り組んでいます 。

提供媒体 提供サー ビス 提供企業様 サー ビス開始

電話 テ レホ ン ノ、、、ンキ  ン グ ア イ  ヮ イバン ク銀行

E Z-WE B
J-PH〇NE

H13/12

H13/7

H13/11
ミ ル姉さんの「l要資き星占い」

イ ン タ ー ネ ッ ト
ネ ッ  ト ピープル

̃ホ リ プ ロ バーチ ャル夕レ ン ト 伊達杏子̃
イナゴ株式会社 H13/11

最後にな  り ま したが、  研究成果の普及と推進に向けて、  皆様からのご意見を頂戴し 、  業務の充実を図り

たい と考えてお り ますので 、  ご意見、  ご提案、 苦情などをvo i ce@a t r.co.j p までいただければと存じます。
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Le t t e r s  f r om  Alumn

ル 。ルネサンス  - 2 1 世紀の米百俵一

東京大学国際・産学共同研究センタ 一 客員教授

(元  国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役副社長)

葉原  耕平

数年前、 京 大 ア メ フ  ト チーム “ ギ ャ ン グ ス 夕 一 ズ ”  が2年連続全国制 ,素f iしたときに選手の使康管理を一手
に引き受けておられた京大医学部  (当時) の木村美惠子先生から  「人間が必要とする微量元素の割合は海
水内の分布の割合に極めて近い。 そ し て例 えばマ グ ネ シ ウ ム を き ち ん と 授 る と 試合中に足がっる こ と が な

く な る」 と ぃ う極めて示唆に富む秘話を伺いました 。  私は 「それは海中から発生した生物の進化の過程を
人類 も 引 き 継 い で い る か ら で し ょ う ね」 と 言 つ た と こ ろ 「多 分 そ う で し ょ う ね」 と 言 う ぉ 答で し た 。私は 、
何億年 と引 き継いで き てい る自然の摂理に従 う こ と がいかに大切かをあ ら ためて教え られた と思い ま し た 。

ちなみにマグネシ ウムはバナナに多 く含まれるそ う で 、  それ以来わが家では妻と二人で毎日バナナを計1本

食べています。

最近、極めて示唆に富む本を読みました。  自然はさまざまな時間軸の術環系を構成しています 。例えば

鉄鉱床ができるには何 一十億年もかかっているそうです。それを人類はことに 2 0世紀、あっとぃ う間にま短 i り

出 し てェネルギーに変えてきま した 。  自然の循環系には吸収で き る キ ャパシテ ィ が あ り 、 それ を超えて人
類が何かを放出すればそれはどこかに i留まって全体の循環系を変えてしまぃ、  人類に し っべ返し と な って

現われる危険があります。

さ て 現 実 は ど う で し ょ う か 。  ド ッ グ イ ヤー と い う 言 葉 ど こ ろ で は な い速 さ で 世 の中が動い て い ま す 。 現

在、  人間が関わる物質循環の速度は地球の循環システムに比べて一万倍も速いとさえ言われています。  人

類があ と 1 0 0 年 、 今の よ う なペー スで生活を続けるこ とが可能か、私には疑間です。今後ど う ぃ う道筋を選

ぶか 、今その岐路に立たされている よ うに思えてな り ません 。

ルネサンス  (renaissance : フ ラ ン ス語 )  と ぃ う言葉があ り ます 。  na i s sance (誕生) に r e が っい て 、 再 生 を
意味します 。ではルネサンスは何を再び生まれさせよ う と したのか 。私の解釈は 「中 世 キ リ ス ト 教 に よ り
抑 圧 さ れ た ギ リ シ ャ ・ ラ テ ン の 学 芸」 でした。そこには再生すべき原点 : 「ギ リ シ ャ ・ ラ テ ン の 学芸」 と
克服すべき問題 : 「中世キ リ ス ト 教 が神の名において人間 を圧迫 し て き た こ と」 が明快で し た 。 そ し て人
間性の尊重が うたわれ 、人間至上主義に走り 、それに引き続 く産業革命などが引きがねとなって現代の繁

栄と同時に諸問題を引き起こしもしました 。

そうぃう文月1-li1で 、 今人類が なすべ き こ と 、 そ れ は 「自然の中でその摂理と調和した人間系」  を再生する
と い う意味のルネサンスであ り 、  克服すべき課題は 「自然を征服の対象とした人問至上主義 (Humanism)」
敢えて言えば過去の 「ルネサンス」 の よ う に思い ます 。 ですか ら表題には頭に も う ひ と っ 「ル」 をっけた
のです。

わが国には古 くか ら さ ま ざ ま な文化があ り ます。江戸、安土桃山、遡れば系l造文時代でさえ、 どの時代を
取つても人のこ こ ろはむしろ今よ り豊かだったか も知れません 。  世界にはこれまでの数世紀を支配したか

に見える西欧文明の蔭で数多くの多様な文化が存在し、  これらを含めた異文化共存の時代も十分考えられ

ます。 それらの本質をこれからの情報通信技術で再生する、  そのために自然や人間の摂理をよ り深 く謙虚

に解明することが望まれます。  「けぃはんな」 を後背地とするA T Rはそれらができる最適の場所のひとっで
あ り 、  ま た そ う ぃ う A T R で あ っ て欲 し ぃ 、  と思います。今の世の中の風湖ではそれはとてっもな く難しぃ

こ とかも知れませんが。

5 年あま り前 A T R の第一線を辞し 、  今いろい ろ な思いが交錯す る中で 、  1 6年前、  基礎研究分野での新た

な世界貢献、 さ らには文化の創造を目指してA T Rのあ り方を模索した頃を振り返 り 、  ま た こ れ ら未路の分

野に挑戦 し た研究者達のキ ラ キ ラ と し た目の輝 き を思い起 こす と 、 それが第 3 ミ レ ニ ア ム を方向付け る 2 1

世紀最初の 「米百俵」 だと思わずにはいられません。
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Let te r s  f r om  Alumn l

筋金入りの研究者

NH K放送技術研究所ヒューマンサイ ェンス
(前ATR人間情報通信研究所第五研究室室長)

藤井  真人

人間情報通信研究所の実質的な活動が終了した平成1 3年 2月末でAT Rを退職し、  3 月から現職場に復帰

しています。  私が在籍した第五研究室は、  視覚情報処理に関する研究を行つており、  表示システムの改良

や開発への応用を主な目標としていました。立体視、運動視、色知覚など視覚系の根幹をなす知覚特性を

ユニー ク な 視 点 で 調 べ る ス ぺ シ ャ リ ス ト の 集 ま り で 、  ほとんどが心理物理的アプローチで視覚機能の解明

を目指す筋金入 りの研究者達でした 。彼 らが実験パラダイムを考える上で繰 り出すァ イデアは見事で 、彼

らの職人芸に感心したこ とが思い出されます 。  ま た 、 研究 テーマの設定、実験計画、実験、  ま と め 、 論 文

化等の一連の流れを着実にこな してい く姿に も頼 も し さ を感じていま した 。

一方 、 私は と ぃ う と 室長 と ぃ う 立場で 、  メ ン バーが行つてい る研究 と世の中の=ー ズ を う ま く 結び っ け
る こ と が で き ず 、 四 苦 八 苦 し て い ま し た。 プ ロ ジ ェ ク ト 終 了 間近 で も あ り 、  また、経済的基盤の見直しが
あ る か も し れ ない と ぃ う 状況か ら 、 世の中です ぐ役立つであ ろ う 成果が強 く 求め られ 、 頭 を悩 ま し てい ま

した。個々の研究者は優れた成果 を上げてい る けれ ど も 、 そ れ ら のベ ク ト ル は さ ま ざ ま で 、 総体 と し て大
き な テ ーマ を 示す こ と の 難 し さ も 感 じ て い ま し た。 いまだその問いに対する納得のいく回答を見出せずに
います。

現在、  日本経済の状況はかなり悪く 、 それにと もな ぃ研究成果を応用に結びっけるまでに許される期間

が どん ど ん短 く な っ て い る よ う に 感 じ ます 。 企業の生 き残 り 、 新規 ビ ジ ネ ス の創出 と い う 観点か ら研究業

務こそ重要と ぃ う認識のある反面、現実には研究に対する見方が厳し くなっています 。私が A T R に在籍し

て い た と き 以 上 に 、  短期で成果を上げ る と い う 視点が研究に対 して も強 く意識 されてい るのではないで し

ょ う か 。 確かに 、厳 しい現実を伝え るニ ュー ス な ど を読み聞 きす る と 仕方な く 思つた り し ま す 。 先日 も あ

る ニ ュー ス 番 組 で 、 突 然 の リ ス ト ラ に あ っ た 元 プ ロ グ ラ マーが ホーム レ ス と な り 、  ひどい と き は 3 日 に一度

し か食事が摂れな ぃ と言つている内容が伝え られていま した 。  こ ん な場面を見 る と 、  早く結果の出る仕事

をしなければとの思いに .目f区られる人も多いのではないでし ょ うか 。
し か し 、 A T R 関係者は こ こ で一歩路み と ど ま っ て考え る必要があ る よ う に思い ます 。 みんながみんな短

期目標で進めばいずれ行き詰まってしま うのは日に見えています 。  明日倒産して し まえばその先はない と

い う の も事実ですが 、  社会全体の役割分担を考えれば、  A T Rには腰を据えたかなり先の長い研究を期待し

ます。 厳しぃ社会情勢の中で長期スパンの研究テーマ を 認 め て も ら う た め に は 、  これまで以上に自分達の
研究の価値を P Rする必要があるでし ょ う 。  研究業務が社会のシステムに組み込まれている以上、  P Rは重要

な仕事だと思います 。  そ し て 、  こ んな時代で も 、  辛抱強 く 、  先 の ゴー ルを見失わずに研究を進めていって

欲し ぃ と思い ます 。  幸いA T R には良い研究環境があ り 、  研究者が研究業務に集中できるシステムが整つて

い る と 思い ます 。  その環境を大いに活かし、  よ り チ ャ レ ン ジ ン グ な テーマに取り組んで欲しぃと恩います。

一方、  この環境の良さは研究者にとって厳し ぃ条件である と も言えます 。  まさに研究の質だけで評価さ

れる状況にあるからです 。逃げ道はあ り ません 。そ して 、  このA T Rの厳しさが筋金入りの研究者を次々と

生み出している一つの要因だと思います。  こ れ か ら も 、  A T Rには良い研究環境を維持し向上させていく努

力 と 、  その環境で研究する人達の真つ向勝負で質の高い研究を期待しています。
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UCLの制作者グループは例年、 英国内でこのプログラムの使用法に関する講習  “ S PM  Short Course” を開

催してきました。昨年6月には英国Br i g h t o nで月111研究の国際会議“H u m a n  Brain M a p p i n g ' ' のサテライ トシン
ポジウム と して企画した と こ ろ 、 2 日間の講習会に世界中から 2 5 0 人 を越える参加者が集ま り ま した 。

今年はHuman  Brain Mappingがイ山台で開催されます

(http://www.idac.tohoku.ac .jp/HBM2002/)。 そ こ で 、  そ

のサテライ トシンポジウムとして、 “ S P M S h o r t C o u r s e ”

を A T R で開催す る こ と を計画 し ま し た 。 今回は期間

を 3日間に延長しましたので、  こ れ ま で よ り ゅ っ た り

と 、  わか り ゃす ぃ講習会にな る こ と が期待でき ます 。

月11f研究に こ れ か ら 参 入 し ょ う と い う 皆 様 は も ち ろ ん 、

すでに sP M を 使 つ て い る 研 究 者 に と っ て も 、 分 析 プ
ロ グ ラ ム の 「こ こ ろ」 を 知 る チ ャ ン ス で す 。  ま た こ の
期間中、  f M R I装置を中心とする当セン夕の施設見学、

腦機能研究に関連した製品を販売する企業による展示

会も企画する予定です。

1111 ってご参加下さいますよう 、お願い申し上げます。

S P M  Short Course2002 in  Japan開催の御案内
一脳機能研究に必須の分析プログラムを英国の制作グループが直接解説一

ATR脳活動イメ ージングセンタは、  脳研究支援の一 環 と し て  “SPM Shon Course2002in

Japan” を下記のように2 0 0 2年 5月に開催いたします。

g ' の略称で、機能的確気共鳴画像法 ( f M R I )  ゃ ポ ジ ト ロ ン ・ エ

コ よ る服1機能 イ メ ー ジング研究において 、 11l 111の活動部位を統計分

このプログラムは英国のUn i v e r s i t y  Co11ege London (UCL) で開

SPm/)

ム と し て 広 く 利 用 さ れ て お り ま す 。

を通じて無料

当月注1活動イメ

S PM  Short CourseにおけるKarlFriston教授 (UCL) に よ る

講讓  ( 2 001年6月、英国Br l gh ton )

開催期間

開催場所

2 0 0 2年5月2 9日 (水 )  午前 9時一 3 1日 (金 )  午後 5時 3 0分  (予定)
i;準社G階大会議室
( T 619-0288京都府相楽郡精華町光台2-2-2 )

識 師 UCL他の S P M作成者グルー プ

KarlFriston (UK)  Director

J o h nA shbu r n e r (UK )、Ch r i s t i a nBiiche1 (Ger,) 、 D a nG l a s e r ( U K )

R i kH e n s o n (UK )、An d r e wHo lm e s  (UK)、Ste f anK iebe1  (UK)

TomN i cho l s (USA )、Wi11Penny  ( U K ) 、  Jean-Bapt i s tePo l ine (Fr. )
2 0 0 2年3月31日以前にお申込みの場合

一般 : 4 5 , 0 0 0円、学生割引 : 12,000円
2 0 0 2年4月1日以降にお申込みの場合

一般 : 50 , 0 00円、学生割引 : 20,000円

講 習 料

お間合せ 電話 : ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 0 0 1  (担当 : 内田 ) 、 F A X : ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 2 8 1
E-mai1 : spm@baic.jp
URL : http://www.baic .jp/spm2002/

企業展示にっいても上記にお問い合わせ下さい
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第 8 8 回 2 0 0 1 年 9 月 1 4 日  (先端情報科学シリーズ第 6 回 )

WebCTによる大学教育支援

名古屋大学情報メデ ィア教育セン夕一の梶田  将司先生に標記のタイ  ト

ルでお話しぃただきました 。  最近は教育の分野でも情報化が緊急の課題

と し て認識 されてい ます 。  な かで も イ ン 夕一ネ ッ ト を 新 し ぃ 教育学習手

段 と し て ど の よ う に 洗 練 さ せ て い け ば よ い の か と ぃ う 点 は さ ま ざ ま な 方

面が期待 してお り 、 W B T 、 つ ま り W e b-Based T r a i n i n gはそのひとっの方
向性として注目を集めています。  wBTは北米ではすでに実用化段階に入
り 、 数 一十 もの製品が出回つてい る と聞いてい ますが 、 そのなかで も最大

のシ ェ ア を誇つてい るのが講演の タ イ ト ルに あ る  「webCT」 です。
梶田先生は、 we b C Tの開発元であるカナダ、  ブ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ビ
ア大学との密接な連携のも とに 、  we b C Tの日本語化にあたられているこ
と か ら 、  ご講演ではwe b C T の仕組みをご紹介いただ く と と も に 、教育の
情報化の最前線に関する話題をご提供いただきま  した。  オ ン キ ャ ン パ ス  ・ オフキャンパス教育の連携、  同

期型 ・非同期型コンテンツ配信の組み合わせなど技術的な立場はも と よ り 、受講する学生の立場 、利用す

る教師の立場など多面的に教育の情報化にっいて考える機会を得ました 。  A T Rには非常動で教育機関へ出

講 さ せ て い た だ ぃ て い る 者 も 多 く 、  また関連企業ではe-1earn i n g 市場に着目しておられる方も多いため、  教
育談義も含めた活発な質疑応答を行 う こ とができま した。

第 8 9回 2 0 0 1 年 1 0 月 1 6 日  (人間情報科学シリ ーズ 第 1 回 )

なぜ我々は小さなモデルを好むのか、  ま たそれを どの よ う に実現するか ?

デ ィ ビ ッ ド ・ ゴールドバー グ ( イ リ ノ イ 大 学 )

イ リ ノ イ 大 学 の ゴー ル ド バー グ教授に、  遺伝的アルゴ リ ズ ムに対する

教授のフ イ ロ ソ フ イ ーから最新の理論研究の現状に至るまで幅広くご講

演いただ き ま し た 。  ゴー ル ド バー グ教授は 、造伝的アルゴ リ ズ ムの分野

での世界的権威の一人であ り 、 現在 も イ リ ノ イ 大学の I 1 1 i G A L  (I11inois

Genetic Algorithms Laboratory) と ぃ う 研 究 グループのへ ツ ド と し て 世 界 を
リ ー ドする研究を進められています。

前 半 の フ ィ ロ ソ フ イ ーのお話しのなかでは、  なぜ進化的計算をするか

と ぃ う 理由に言及 され 、生物に範を求めて人工的な知能を実現し よ う と

す る 際 に 、  進化はひ と っの大きな拠 り所にな り え る との見方を示されま

し た 。 後半では 、 遺伝的アル ゴ リ ズ ム が進化 を進め る プ ロ セ ス を イ ノ べ

ー シ ョ ン 夕 イ ム  ( 新しい遺伝子が見つかるまでの待ち時間 )  と テ イ ク オ

ーバ一夕 イ ム  ( 見つかった遺伝子が集団に広がるための時間 )  に分けて解析 され 、  その解析結果に基づき

遺伝的アル ゴ リ ズ ム が有効に働 く パ ラ メ 一夕の領域を明 ら かに し た研究 を紹介 され ま し た 。 教授 ら は こ の

領域を遺伝的アルゴ リズムの “ S w e e t  spot” と名付け 、遺伝的アルゴ リ ズムを工学応用する際にも これを意
識す る こ と に よ り 高 い効率が得 ら れ る こ と を 強調 さ れ ま し た 。

- ATR科学技術セミナーの開催状況 -

梶 田  将司 (名古屋大学 )

David E . Goldberg教授
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第 9 0回 2 0 0 1年 1 1月 1 6日  (人間情報科学シリ ーズ第 2 回 )

( 1 ) マ ジ ッ ク ァ イを見るには 、  ( 2 )画像の拡散処理について ァルフレッド ・ブルックシュタイン  (Technion)

( 1 )幾何学的画像処理、 (2)ぺル ト ラ ミ フ ロー

Technion ( イ ス ラェル)  の A .  ブ ル ッ ク シ ュ タ イ ン 教 授 と R .  キ ン メ ル 教

授をお招き し 、  最新の画像処理、  画像認識技術についてご講演いただき

ました。  その一部を紹介します。

数年前、 日本でも流行した 「 マ ジ ッ ク ア イ  ( 規則的なパ夕一ンから 、 3

次元のかたちが浮き出て見える絵 )」 を見 る こ と が で き ない人は l111J しぃ思

い を し て い る こ と で し ょ う 。 ブ ル ッ ク シ ュ 夕 イ ン 教 授 は こ の マ ジ ッ ク ア

イの見えやすさに関する研究を紹介されました。  まず、 3次元のかたちを

人間が認知 で き る メ カ ニ ズ ム を 解 説 さ れ ま し た 。 そ の あ と 、 マ ジ ッ ク ・

ア イ を 最 も 見 え ゃ す く で き る の は 、  こ れ ま た 、  ひ と こ ろ 話 題 に な っ た

「1 / f ゆ ら ぎ」 のパ夕一 ン を使つた場合だ と ぃ う こ と を 数学的に証明 さ れ

ました。

キ ン メ ル教授は 、  ス ネー ク と呼ばれている画像の領域分割方法を改良

し た 、 幾何学的ア ク テ ィ ブ コ ン夕一に関す る研究 を紹介 され ま し た 。 幾

何学的に正 し ぃ評価関数を用い る こ と に よ り 、  よ り精度の高い分割が可

能になります。  MR I画像や顔画像への適用例も紹介されました。

本来は難解な数式が踊るべき研究ですが、  専門でない人々にもわかる

よ う に平易に講演 していただ き ま し た 。 一見 、  あ ぃ まいにしか見えない

ものも 、  き ち ん と 定 式 化 、 解 析 で き る と ぃ う こ と を 改 め て 認 識 さ せ ら れ

た講演でした 。

AT Rワークシ ョ  ツプ講演タイ  トル一覧

Human Adaptive Motor Controlワー ク シ ョ ッ プ

ロ ン ・ キ ン メ ル  (Technion)

A . Bruckstein教授

R . Klmmel教授

タ イ ト ル

Arm  geometry plays an important role in maintaining stable posture Theodore E Milner (S imon Fraser University)

The CNS uses different mechanisms for leaming stable and unstable tasks 1 大須理英子 ( E R A T〇 )

Selectivelmpedance Leaming in Human MuItijoint Movements Etienne Burdet

l (NationalUniversity ofSingapore/ERAT〇)

EMG  correlates of  learning intemalmodels  and impedance contro1 l David W Franlin
(ATR/Simon Fraser University)

From Low to High -LevelHuman Visionワー ク シ ョ ッ プ
タ イ ト ル

Perception o f  Human Motion and its Application to Humanoid Robot
識演者

Ales Ude (ATR )

Motion Generation

バイオ ロジカルモ シ ョ  ン知覚の神経機構 ク ト / A T R

額認知における動的視覚情報の役割 l 蒲池みゆ き  (ATR )

コン ト ラ ス ト知覚における空間相互作用  : f M R I解析 郷 田 直 一 ( A T R )

物体の表面特徴がオブジェク  ト認知に及ぼす影響 横 澤 一彦 (束京大学大学院 )

ズ ム ? いつ ど こ で どのよ  う に選択が行われているの力 山岸典子  ( ATR

視覚的作業記憶の保持と変換の時空間特性 l 1lilf木 潤  (京都大学大学院)
反応履壓と意図に基づく視覚選択の制御 l 熊田孝恒 (産業技術総合研究所 )

高速逐次視覚呈示事態での課題切 り 替え と注意の瞬き 河 原 純 一 郎  (広島大学

敬1l111m各/講演順
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Human Adaptive Motor Contro1 ワー ク シ ョ ッ プ

本 ワー ク シ ョ ッ プは 、 人間の腕の運動制御お よび学習をテーマ と し 、特に対象物を扱 う際に発生する手

先の不安定性に対処するために中枢神経系がどのよ う な戦略を採つているか と ぃ う こ と に焦点を当てた研

究発表で構成されました。

はじめにTheodo r e  E Mi l n e r準教授が、 不安定な状況で手先の位置を保つには腕の姿勢が重要な役割を担つ

てい る と ぃ う 研究成果を発表 され ま し た 。 不安定性に対処す るには 、 筋活性を変化 させ る と ぃ う 方法 と 、

姿勢を変更する とい う方法の 2つが考えられますが 、  この研究結果は、 手先を正確な位置に保持しなければ

ならない場合には、  後者の方法が効果的であることを示しています。

引き続く 3つの発表では、不安定な状況のなかで運動を行う うちに 、安定性が獲得されていく過程を、  さ

まざまな角度から検討した結果が報告されました。  まず大須理英子研究員が、  不安定な状況での学習過程

を安定な状況での学習過程と比較した結果を示しました。誤差の解析から、  2 つの メカニズムが質的に違い、

安定な状況での学習で定説となっている内部モデルが、  不安定な状況では用いられな ぃ こ と を示唆しま し

た。次に、E t i e n n e  B u r d e t助教授が、不安定な状況では、不安定な方向に選択的に手先インピー ダ ン ス を 上

昇 させてい る こ と を示す実験デ一夕を紹介 し ま し た 。 こ の結果は 、  イ ン ピーダ ン ス の方向性はあ ま り 調節

できないと ぃ う従来の説を覆すものでした 。最後に、  David W Franl in研究員が、 さ ら に前述の イ ン ピー ダ ン

スの方向選択的上昇を支持する筋電図のデー タ を 紹 介 し ま し た 。 こ れ ら の デ 一 夕 か ら さ ら に 、  イ ン ピー ダ

ン ス が 予 測 的 に 制 御 さ れ て い る こ と が 小 さ れ ま し た。

近年の生体における運動制御、  学習の研究分野においては、  安定な状況での実験が主流でしたが、  本 ワ

ー ク シ ョ ッ プ で は 、 不 安 定 な 状 況 に ス ポ ッ ト ラ イ ト を 当 て た と い う 点 で 意 義 深 い も の で し た 。 発 表 、 討 論

の後、 懇親会が開催され、  活発な議論が交わされました。

From Low to High -LevelHuman Visionワー ク シ ョ ッ プ

本ワー ク シ ョ ッ プ は 「科学研究費補助金基盤研究 ( B ) ( 1 ) 高次視覚における統合実験環境とシミュレー シ
ョ ン ・ モデルの構築に関する研究」 との共催によ り開催され 、人間の視覚情報処理における低次 ・ 高次過
程とそれらの間の相互作用に焦点を当て ,  心理実験, f M R I や M E Gを用いた 11ll11 イ メ ー ジング解析、  計算論モ

デル、  ロ ボ ッ ト を 用 い た シ ミ ュ レー シ ョ ン な ど ,  多角的なァプローチによる最新の研究成果の発表と議論

で構成されました 。

ま ず第一のセ ッ シ ョ ン で は ,  複雑な対象の認識機構がテーマ とな り 、生体の動きの認識に関わる神経機

構、  動的な表情の認識機構、  ロ ボ ッ ト を 用 い た動的 な対象検出の シ ミ ュ レー シ ョ ン にっいての研究成果が

発表 され ま し た。

続い て ,  第二 の セ ッ シ ョ ン で は ,  低次視覚における特徴表現がテーマ と し て 取 り 上 げ ら れ 、  低次視覚に

おける局所的な特徴表現の時空間相互作用のダイナ ミ ク ス 、  低次視覚における特徴表現が高次視覚に関わ

る対象認識や上位概念の処理に与える影響に関する研究成果が発表されました。

第三 の セ ッ シ ョ ン で は ,  視覚的注意による情報選択 (視覚選択 )  な ど 、 高次視覚 と さ れ る視覚過程に焦

点を当て 、  視覚選択の時空間特性や、  視覚選択に関わる神経機構、  反応履歴や意図的構えなどによる視覚

選択の制御,  視覚的作業記憶の時空間特性と作業記憶過程における対象表現などにっいての発表がなされ 、

そ の メ カ ニ ズ ムや 、  低次視覚への影響等にっいて議論がなされました 。
途中、  参加者から多数の質問が飛び交い、  熱気にあふれた活発な討論が繰り広げられました。

※ 講演者およびタイ  トルについては前のぺー ジを参照願います

AT Rワークショップ開催模様

人間の腕の運動制御および学習をテーマ と  したワー ク シ ョ ッ プ  “Human Adaptive Motor

Cont ro l”が9月26日に、 また、人間の視覚情報処理における低次・高次過程とそれらの間

の相互作用に焦点を当てたワー クショップ“ F r o m  Low to High -LevelHuman Vls ion”が
1 0 月 5日に 、それぞれ開催されました 。
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最 終 回

帰国のとき

12月20日(木) l ◆

「今月は、 5 人か一一」 A T Rを退職していく人数です。  毎月のこ と なが ら これまで見送つていった人々に
思 い を 馳 せ て い る と 、  社宅退去手続きのサポー ト を求め一人の研究員がやって来て、  現実に引き戻されま

した。「あなたが来たときは桜がきれいに l 1美いていましたよね。あっとぃ う間に更が過ぎ秋が過ぎて、  も う

あと 2週間で帰国ですね。  こ こでの生活はど うでしたか ? 」 などと話をしながら 、手早く社宅退去届の代筆

を始め ます 。 バ ス の ない早朝に社宅を出 る と 言 う の で 、 空港行 き リ ム ジ ンバ ス乗 り 場 ま での タ ク シ ー を予

約します。  続い て 、  公共料金の精算手続きです。 電力会社やガス会社に解約の電話を入れますが、  同時に

精算日時の予約も行わなければな り ません 。出国して し ま った後では料金を支払 う こ と が困難なため 、使

用停止の際に社宅で料金を支払うからです。

「これでよ し っ と 。他に何かあ り ませんか ? 」  と 聞 く と 、  「日本で琴をせっか く習つたので 、使われずに
眠つ て い る 琴 を 譲 つ て く れ る 人 を 捜 す た め に チ ラ シ を 配 ろ う と 思 つ て い ま す が 、  日本語に訳すのを手伝つ

て 下 さ い」 との答え。 い つ も の こ と な が ら 、 本 当 に さ ま さ ま な 依 頼 や 相 談 が も ち か け ら れ る な ぁ と 思 い つ
つ、手助けをします 。  さ て 、  この研究員の帰国が明日に迫つた日、再び彼女がデスクに現れました 。 「見

て ! 」 嬉しそうな彼女の傍らには、立派な琴が控えています。 「すご一い、手に入つたんだ。  よか ったね ! 」

思わず歓声をあげてしまぃました 。結局、琴の提供者は見つかりませんでしたが、琴教室の先生が自分の

古い琴を譲つて くれたそ う です 。 その日は 、大切な琴をなん とか し て機内持ち込み手荷物にしたい と ぃ う

希望に応え、研究員と一緒になって梱包材で預丈に、預丈に梱包し 、  そ し て翌日 、琴が海の向 こ う に旅立

つのを見送つたのでした。

sH I ENの退去支援そのものは、  書類代筆を始めと  した事務的色合いのものです。  ですが、  ATR、  加えて、
日本 を離れ る と い う こ と に 付随 し て 、 そ れ以外に さ ま ざ ま な 手助 け が必要 と さ れ ま す 。 琴 の持 ち帰 り は 、

その一例に過ぎません。

荷物が增 え て 別使 で送 り た い が 、 い く ら か か る か ?  空港までスー ツ ケー スを宅急使で送りたいので 、

予約して欲 し ぃ ( こ の類の相談はよ く あ り ます ) 。  車を知合いに売るか廃車にするかしたいが、その手続

きは ?  車を母国に持ち帰 りたいが 、良い運送会社は ?  子供を学校に入れるために、  日本での通学証明

書が必要なのだが、  ど う し た ら よ い か ?  別の国で永住許可を申請するっも りだが 、それに必要な日本滞

在中の無犯証明はどこで入手できるか ?  せっか く なのでアジアの国を旅行した後 、  日本から飛行機に乗

るため便宜的にも う一度日本に入国したいが 、  ビザの面で問題なぃか?  ( こ の あ た り に な る と 相 談 は ま さ

に ケー スバ イ ケー スです)

そんな研究員たちを見ている  と 、  A T Rでの滞在はすばら  しかっ

た し 友人 も た く さ ん で き た の で離れがたい と 言いつつ も 、  そ こ に

は母国へ帰る こ とで心弾む表情が見え隠れしています 。最終日 、

彼 ら か ら も ら っ た 「今まで本当にあ り が と う 。 おかげで日本での
生活を 一1 分 楽 し む こ と が で き た よ」 と い う 言 葉 は 、 他 で は み ら れ
な い こ の 仕 事 を し て い く う え で 、 大 き な 励 み に な っ て い ま す。彼
らが A T Rに来る前からビザ取得などの支援を始め、  滞在中、  時 に

はお花見やバーべキューパー テ ィ を 共 に 楽 し み な が ら 、  生活支援

や滞在のために必要な法律手続の支援を行つていきます。  そして 、

やがて去 り ゅ く 彼 ら を 見送 る日がや っ て来 る と 、 記念写真 を撮 り

な が ら い ろ い ろ な 出 来 事 が 思 い 起 こ さ れ 寂 し さ が っ の り ま す 。 で

春 、飛鳥にて

も、  「ま た す ぐ メ ー ルを出しますね」 と 言 い 、  「私の国を訪れ る こ と が あれば 、  必 ず 連 絡 し て く だ さ い ね」
と 返 さ れ る と 、 彼 ら と の関係は友人 と し て こ れか ら も 続いてい く こ と に気付 く の です 。

彼 らが去 るの と入れ替わ る よ う に来 る研究員があ り 、 A T R に は途切れ る こ と な く 新 たな研究員が加わっ

てきます 。彼らがよ り研究に打ち込める環境を築 く こ と を目指して 、私たちの支援は続いていきます 。
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一、・. 所員往来 ,

1、_ ,
平成 1 3 年 1 0 月 1 日 よ り 、  1 2月3 1日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( た だ し 、 6 力 月以上滞在の方のみ掲載)

H1 3 .1 0. 1

採用年月日 A T R所属

( 人 )第三研究室研究員

(人)  第三研究室研究員
f:'1・:、 i' ? rn・'に1「.ク: ? ?- 「? ?目,

氏 名 出 向 元 等

H13. 1 0.1

H13.10.1

大須理英子

較島 和 行

ERAT〇

ERAT〇
'' 、, L 、

H13. 10.1

H13.10.1

H13.11.1

H13.11.1

H13. 1 2.1

H13.12 .1

l'「 1 ' 2 1 つ 1

※詳細にっいてはhttp ://www .atr.co.jp/journa1/index.htm1 を参照下さい。

(適 )  第四研究室研究員

l ( 適 ) 第四研究室研究員

( メ ) 所 長

( 国 ) 経 理 部 部 長

( 人 )第一研究室研究員

(人)  第二研究室研究員

( 人 )第三研究室研究員
1.、'k、 全海1 r 71l1石1fa?安 ?i l f ク t 昌

l Shanmugam
l Saravanan

Zanardi Jose

萩 田 紀 博

西川  智

足立整治

Harold Hi11

柴田智広

イ ン ト'

アルゼンチン

NTT

NTT

愛知県立大学

University of  Stirling

科学技術振興事業団

1-1 、 、 / ア

H13. 10.31

H13.10.31

H13. 1 0.31

H13. 10.31

H13. 1 2.31

H13 .12 .31

SchoolUniversity of  Zurich

さ く ら ケー シーエス

N T T フ ァ シ リ テ ィ ーズ

はこだて未来大学

Peter Eggenberge1

若林 一磨

上田泰男

小野哲雄

大西信幸

新上和正

( 人 )第四研究室

( 適 )第二研究室

( 国 ) 経 理部

( メ ) 第 四 研究室

( メ ) 企 画 担 当

( 適 )第二研究室

退職年月日 転 出 先 氏 名 A T R所属_ l
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平成13年度ATR研究発表会

平成1 3年度ATR研究発表会は2月1 4日、  1 5日に開催いたします。

詳細にっきましては事f社W e b ぺー ジ (URLはhttp://www atr.co Jp/event/mdex-J htm1) でご案内を行つてお
り ますのでご参照下さい。

事務局 Te1(0774)951159

S P M  Shor tCourse2002 in  Japan

f M R I お よび P E T  (Positron Em i s s i on  Tomography)  を使つた月l11l機能研究におけ る 分析プ ロ グ ラ ム S P M

(StatisticalParametric Mapping) の講習会を 5月 2 9日一 3 1日 、弊社にて開催いたします。
問合先 Te1(0774)951001 (担当 : 内田)、Fax ( 0774 ) 951281

E-mai1 : spm@baic.j p 、UR L : http://www.baic .jp/spm2002/
詳細にっいては 2 5 ぺー ジをご参照下さい。

正誤義 . ・ . . .  ・・ -も.

A T R ジ ャーナル 4 4 号 、 4 5 号掲載内容に一部誤 りがあ り ま したので 、以下のとお り訂正させていただ く と

ともにお宅び申し上げます。

号 一頁 誤 り 訂 正

4 4-4 研究動向紹介
日中間の円消-な 音声 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を目指 して
- A T R音声言語研究所における中国語音声認識の試み一

4 5-1 7  研究動向紹介
ニ イ ハ ーオ l  申 園 1報 一 l l:11二1白l活l11務光l言1l1への:111111111-

4 5-2 2  研究所だよ り
研究成果報告会を経団連会館で開催

第:11l111f究室 第::: ililf究室
Shuwu Zhang、 Jinsong Zhang l Shuwu  Zhang

第一研究室

Jinsong Zhang

編集後記

「21 ll1紀は、 平和 ・ 人権 - 環境の世紀だ」 と 言 う人が ぃ ます 。  ど れ も と て も
意味のあるキー ワ ー ドです。世間では 「夢、  フ ァ ン 夕 ジー、 J期去」 な ど を テーマ
に し た ア ミ ュー ズメン ト施設、映画などの娯楽が人気を博しています。

昨秋、満天に輝き続けた流れ星の大詳が訪れた時や、  ウ ィ ン 夕 一 ス ポー ツの感

激ドラマに角111れた時、 自然の営みや人々からほとばしるパワーに勇気が湧く瞬間

があ ります 。

落葉した街路樹の枝先に目を向けますと、  春を待つ新芽が息づいています。  冬

の木々はもう新たな息吹を開始しています。

さて、本号では新体制特集号として新プロジ .コ・ク ト の紹介を掲載いたしま した 。
ATRの研究動向にっいて皆様方にご理解をぃただければ幸いでござぃます 。  今

後とも研究活動への変らぬご支援をお願い申し上げます。
( 音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所企画担当  岡田  実)

ATR J o u r n a l第4 6号  2 0 0 2 年 2月 8日発行

e発 行 ・ 編 集

e製
e定
作
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国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おける基礎的 ・独創的研究の一大拠点 と し て内外

に 開 か れ た 研 究所 を 設 立す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官 の幅広いご支援をいただ き 1 9 8 6 年 3 月 に設

立いたしま した 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  1989

年 4月関西文化学術研究都市の中核的施設として

本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進セン夕一 ( K T C )お

よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました。

2 0 0 1年度下期からは通信 ・放送機構 ( T A〇 ) に新

設された通信 ・放送基盤技術に関する試験研究の促

進制度に基づく委託研究等により研究資金を得て、

2 1世紀を拓く電気通信分野の基礎的独創的研究開

発を積極的に推進しています。

. l - 政府 ・

一 富研究資金
o 獲 1

'i通信f 放送機構等:11 .

応募富 初採択・委託

1- A〒R

. ,研究プロジェクト1.

ATR ホームページ

http://www.atr.co.jp

お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のァクセスをぉ待ちしてぉ り ます 。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容 (いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込

口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : TR - -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 7
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
[ ソフトゥェア名整理番号 :

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ 力' ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他
付

先

送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Tel/Fax

E-mai1

ご意見ご要望

●ATR ジ ャ ーナルのご質1入:1ii望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAX等でご送付-ドさい,
●送付先変更以外については、 変更後の構1に必要事項をご記入願います,
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